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Ⅰ環境に関する調査研究 1

(大気､陸)



大気さ草道塵中の方文射･性車喪稚刃■度

放射線医学縫合研究所

本郷昭三､湯川雅積､岡村

田中千種子

l 緒言

大気浮遊塵中の放射性核種の濃度を讃査するために､千葉市穴川にある封

1-l.5mの外気浮遊塵を採取し､放射性核種の分析測定を昭和40年l

てきた｡昭和56年3月までは､t気式連続集塵器を用いて試料採取を行っ

からは､本研究所で開発試作した集塵器による採取を継続している｡

2 讃査研究の概用

(1) 試料採取

捕集効率0.995以上のクラスファイバーろ紙(20.3cm)く

に連続集塵した｡流王は､マイクロコンピュータによって一定1を薫

れている｡ろ紙の目づまりは約2ケ月程度の集塵ではおこらなかった

生じて流量が下った場合でも､積算流1は正しく表示きれるよううに

(2) 分析測定

浮道産を捕集したグラスファイバーフィルタは､一定の大ききに封

G
e(L;)検出器によるガンマスぺクトロメトリを行った｡ガンマ

後､NaOHとHClによりS rを抽出し､発煙硝酸法で精製した｡

-90はマイクロコンピュータによる自動解析装置付きの儀バックう

繰スぺクトロメータにより定1を行った｡

3 結果

昭和59年1月からのガンマ線放出核種の定暮値と､昭和57年4月かモ

までのストロンチウムー90の定暮値を蓑lに示す｡ただし､57年I1月

までの浮遊塵試料については､積算流主計故障のため､補正通風1を用いた

4 結語

大気浮遊塵中の放射性核種濃度変動を経時的に観測する上で､きらに詳細

ために､放射能の自助モニタリング装置の開発を積討し､変動を認めた時貞

プルに関して詳細な分析測定を行なうなど､放射能レベルの非常に低い浮遊

#;青ミ≠の重量金討揚荒なう ▲
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環境中におけるトリチウムの測定調査

放射線医学絵合研雪

宮本秀子 井上義手

く1)緒言

核燃料再処理施設や核融合炉研究施設などから放出されるトリチウムの人体への線量宅

ためのデータを集積することを目的として､本調査を行ってきた｡ 3年に亘り､上記施召

型研究炉のある茨城県東梅村を中心にして､住民の飲料水とその起源となる河川水や地下カ

などのトリチウム濃度を測定して､その時間推移を観測した｡

(2)調査研究の概要

採水試料は次のように選んだ｡

1.降水 放医研東海施設と一般環境として千葉の日本分析センターの2試料｡(

2.海水 動燃海岸を中心に北方約3kmと､南方約40kmの3試料｡(半年に

3.沼水 東海村阿漕浦｡(毎月)

4.河川水 久慈川榊橋､新川機関場､那珂川水戸大橋の3試料｡(毎月)

5.蛇口水A 河川水を大規模に処理した上水道6試料｡く半年に1回)

6.蛇口水B 地下水等を小規模に処理した簡易水道3試料｡(3ケ月に1回)

7.蛇口水C 自家掘削井戸から汲み上げた地下水10試料｡く毎月)

採水方法､測定法などは科学技術庁マニュアル(放射能測定シリーズ9､トリチウム

した｡

測定結果を表1～3に示した｡

降水のトリチウム濃度はフォールアウト起源のものに限ると数年前より急速に減少し

雨量荷重年間平均値が30pCi/1前後であって表面海水と同等になってきたばかりで

ムに特徴的だった毎年6～7月の増加ピークが58年度においては40pCi/1を僅か



河川水と河川水起源の蛇口水Aは､40-100pCi/lの範囲にあり､降水の減少傾【

数年の遅れがある｡ 滞留時間については定量的な考察が可能であると思われる｡

地下水のうち､東海村村松地区以外のものはばとんど河川水と同じ濃度を示している｡l

度から採水を始めた村松-ⅠⅤとⅤは特に200pCi/1以上と高い濃度であり､また村松

も､河川水のトリチウム濃度の年間変動幅の範囲を大きく越えている｡ 既に筆者らの研究結男

村松地区の約20ケ所の月間降水や松葉中自由水のトリチウム凛度は､他の地域に比して高く､

研から南西の方向に距離に反比例した濃度勾配があることがわかった｡(図1) 上記の村松士

水について､地図上にトリチウム漉度を棒グラフにして図2に示したが､月間降水と同じく原石

の方向に距離に対する濃度勾配があることがわかった｡

以上の結果から､村松地区の地下水のトリチウム漉度は､そこに降る降水の高いトリチウー

映して高く､またその源は､原研の重水減速型研究炉JRR-2,3の可能性が高い事などが云

(3)結語

更にデータの集積を行ない､考察を深めたい｡
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表1 降水のトリチウム濃度 (±2J)

日本分析センター(千葉) 放医研 東海施設(茨

採水圭 トリチウム濃度 採水圭 トリチウム溝月
(l) (pCi/l) (l) (pCi/1)

±
±
±
±
±
±
±
±
±
±

0
6
1
9
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4
0
2

4
9
2
4
3
3
2
8
2
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1
7
0
8
6
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.
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3
5
7
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3.1

0.30

>0.97

2.63

3
3
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4
4
3
3
1
3
3

±
±
±
±
±
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±
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7
2
6
5
9
6
5
7
5
4

3
4
4
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2
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3
6
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5
6
5

7
8
4
4
7
7
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8
3
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一
.
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2
5
6
5
5
4

0
1
2

月
月
月
月
月
月
月
月
月
月

5
6
7
8
9
0
1
2
1
2

1

1

1

表2 河川水､沼水のトリチウム濃度 (pCi/1,±

久慈川榊橋 新川機関場

5
7
5
1

6
6
6
6

61±4 78±4

59±3 63±2

51±4 93±4

49±4 106±4

日
日
日
日

8
6
7
1

2

2

月
月
月
月

4
6
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表3 海水､蛇口水のトリチウム濃度 (pCi/1,±2J)

58年 4月28日 6日6日 6月27日 8月1日 9月1日

豊岡海水 24 ± 4

動燃海水 25±3

大洋村海水 23 ±2

一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一

4
3
3
4
3
3

1

1

1

1

1

1

±
±
±
±
±
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4
4
9
6
7
1

5
6
6
5
5
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一
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那珂町､向山

那珂町､棄木倉
東海村､岡

東海村､中丸小

東海村､村松一

乗梅村､村松Il
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東梅村､村松V
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糞2､土乳植物おょび用水中の=K,=Rb.=TCs浪皮

放 射 性 伎 風 浪 皮半

0､35 ±0､01

0､99 ±0､01

19 ±1

0､40 ±0､04

1､0 ±0､1

14 ±3

0､063 ±0､00

0,OZl ±0､01

0､46 ±0､37

豆 珊 ニヒ
舅

豆

0､】6 ±0､01

12 ±1

0､10 ±0､03

5､3 ±1､4

0､052 ±0･､06

4､4 ±0､3

トウモロコシ 畑土藁

ト ウ モ ロ コ シ

0､12 ±0､01

Z､4 ±0､1

0､00Z7±0､0135

±

0､034 ±0､00

0､98 ±0､07

用 水 0､0059±0､0001 0､0017±0､0004 0､00034 ±0､00
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屋内･外のラドン等による被曝線量鋼査

放射線医学捻合研究所

阿部史明 阿部道子 藤讃

藤元意三

東京理科大学

*児島 紘

1.は じめに

ラドンとその娘核種による呼吸器への被囁線圭を推定評価L

とする場合,その基になる主要な健は各娘核種ごとの放射能て

それらを簡略化してポテンシャルアルファエネルギーを用い暑

がある｡一般にポテンシャルアルフ ァエネルギーはラドンとそ

核種による呼吸器線圭推定の場合,RaA (またはThA など)オ

系列上のRaD(210pb)の前迄のα線エネルギーの捻宝である｡こ

に最も大き く寄与する核種はラドンの短寿命娘核種である｡

一方,この方面の今日迄の圧倒的多数の諦査研究はラドン揚

珊定をもとに行われている｡娘核種の測定に比べてラドン測定

単かつ容易だからである｡この際測定によって得たラドン凍虔

定平衡ファクタをかけて娘核種濃度またはアルファポテンシヤ

ネルギーを求め線圭推定を行っている｡

しかし,このような近似的な方法は多 くの問題を含んでいる

のものがそのような例として挙げられる｡ラドンは不満性の覇

であるのに,郷=変種は固体粒子である｡そのため両者の大気ヰ

挙動は大き く異なる｡ラドン娘核種は先行核種のラドンの支疎

く受けるのは当然であるが,同時に粒子であるこ とからエアロ

への付着,物体表面への沈着(プレートアウト)も変動ファク

してもゆるがせにできない｡このようなわけで娘核種はある喝

ラドンと全く異なった振舞いをするようになったり,一般的に

境の条件に強く支配されることになる｡それ故平衡ファクタの

的正確な見積りでさえも現在のところなされていない｡特に長

の連続珊定データは必要であるにもかかわらず皆無である｡こ

うな理由から,今年度は自動測定が可能で,大気のような低凛

環境でも珊定可能なラドン娘核種の珊定法の開発を主に行った

2.ラドン娘核種測定法の検討

▲モこ
1● ヽ■

▲亡l.1よ一 重i ′h こ■膚 七±チIJ ヽ鳶 ′鐘■



川aC′)であるが,それらからの放出α線を区別なく計測するか

区別して計測するかにより,Gross Counting法(全計数法)と

Spectrometry法(スベクト ロメトリ イ法)に分けられる｡

前者は捕集後の壌変曲線を想定し,少な く とも 3つの時間帯の計

健から 3つの核種(RaA,RaB,RaC)の濃度を計算によって求める方

である｡後者はRaA とRaC からの異なったエネルギーのα繰を区

した計数を少な く とも 2つの時間帯で行い,やはり計算によって

核種の放射能を求める｡後者でRaA とRaC からのα線をエネルギ

的に完全に分離できるとすると,両者のうちスベタト ロメトリ イ

の方が検出可能レベルは低く できる｡しかし,後者では高分解能

出器の検出効率,検出系のコスト,長期間連続測定時のスベタト

メトリ イ の安全性等に難点が多い｡将来多く の台数を持ち多 く の

での計測を行なおう という本調査研究の目的からは全計数注が有

であり,こ こではそれを採用する｡

3.計測器の構成および計湖上の諾定数の選定

第1図にラドン娠核種モニタの捕集部の概要を示す｡この措集

で有効径50tlのメ ンプラ ンフ
ィルタ上にT分間ずつ,L lpmの吸

流量率で娘核種の描集を行う とする｡用いられたフ ィルタは幅60

長さ10mの帯状フ ィルタでそのポアサイ ズは 0.8〝mであり,全

をロール状に巻き取って使用する｡一回の輔集終了後ごとにフ ィ

タは自動的に動かされ補箋部分がZnS(Ag)シンチレータ検出器下

に送られ,計数される｡輔集終了から計数開始蓮の時間を△t｡と

る｡検出部では3つの時間間隔での計数値を測定する(△tl,△

△t3)｡以上の操作は全て自動的に行う｡

この方法で得られた計数値と大気中での娘核種の濃度との関係

理論的に壌変の状況と して考察できる｡その関係を用いると各娘

種の濃度を求めるこ とができるが,得られる健の精密さは前にあ

たL,T,△t｡,△tl,△t2,△t3のパラメ
ータに依存する｡得

れる健の精密さが最も良く なるように各パラメ ータを選択した｡

圭率(L)は当然,大きい方が長いが,ポンプの客圭,能力,便

するフ ィルタの圧力損失(有効経,ポアサイ ズなどに依存)によ

決って来る｡ここでの流圭率は351pm であった｡適切な捕集時間

決めるために,一つのパラメ ータを変化させ他のパラメータを一

にして,標準偏差が50%になる濃度を計算した｡但し,計数効率



T=10分間と選んだ｡次に捕集終了から計数開始迄の時間,△

当然短い方が良いが,本装置では,フィルタの送りに5～6秒

する｡そのため10秒間に決めた｡第3図に示すように,10秒間

分間では,特にRaA の計測に大きな善が生じる｡次に3つの計

間△tl,△tz,△t3をきめる｡第4図にい くつかの組合せにつ

の計算結果を示す｡組合せで重要な点は最初の時間間隔(△tl

捻計測時間(△tl+△tz+△t3)である｡△tlは5分以上(図

8分)ではRaA の精密さが大き く なる｡又捻計測時間は短いと

善が大き く なる(図では27分)｡以上から1時間に1組のデー

得るという条件で(5,20,20)の組合せを選んだ｡

以上からT=10分,△t｡=10秒,△tl= 5分,△tz=20分,

=20分,L=351pm の値をとる｡この場合,50%の標準偏差を

濃度は,RaA について約200 pCi/nI(約7Bq/Td),RaB
につ

約10pCi/TTI(約0.4Bq/rJ),RaC について約 30 pCi/nI(約1

d)になる｡

又現測定器は1時間毎のデータを得る測定を行う場合,5 日

完全自動測定が可能である｡この 5 日半の制限はフ ィ ルタの長

より決ま る｡この点も後に改良されよう｡

4.一般居住環境への珊定システムの適用

上に述べた珊定器を一般居住環境での予備的珊定礪査に用い

上述の測定器単位を2台製作し,1台を家屋内に,もう1台を

に設置した百葉箱内に置いて測定を行った｡この百葉箱内への

は,吸引口より屋内の電子機器,メ カニズムまでの試料空気吸

ホースの使用をすこ しでも避けるためである｡ホースを使用す

フリ ー娘核種(エアロゾールに付着してない娘核種)の1部が

スの内壁へ付着し,測定上の誤差をもたらす可能性があるから

る｡娘核種の測定と同時に,気象要素(風向,風速,室内外の

相対湿ま等)の観測を行っている｡これらの要素が娘核種の濃

動に寄与する可能性があるためである｡
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計 数 時 間 捕集時間10分
捕劣後10砂

●3-2トー20
05-20-20

0.03X8-2か-20

0.02

0.01

0

0.04

●5-1ト25
05-2(トーー20

0.03X 5-20-15

0.02

0.01

0.4

● 3-1㌃-9
0.3 27分

05-20-15
0.2 38分

0.1



屋内における空間放射線線量調査一佐賀県

放射線医学縫合研究所

阿部史朗 藤元意三 藤高手

佐賀県公害センター

井元 考 古貿鉄也 中島;

山口博訓 中尾幹夫

1.はじめに

自然放射線被曝による国民線量の推定を目的として居住環境における放射線被曝の実篤

ために全国的な観点から鋼査研究を行いつつある｡屋外での空間放射線線宝に関しては､

ら昭和52年にかけて日本全国にわたる現地での綱査研究を実施し､詳細なデータを得た｡

の豪産構造の大部分が木造であるため遮蔽効果が小さくそのままで第一近似的に国民線≦

る｡しかし､人類の屋内での居住時間の割合が､屋外での生活時間にくらペ圧倒的に多ら

の違いによる生活様式の善が地方ごとに小さくはないので､くわしく国民線量を求めて才

内･外の線量の関係を全国的規模で知る必要がある｡そこで居住環境中一般の空間放射魚

道別の屋内･屋外線圭率の関係を珊査研究することにし､52年度は北海道で予備的な換言

53,54年真には沖縄地方を55,56年度には鹿児島市を対象に礪査を行った｡今回はTLI

佐茸市とその周辺地域について行った計測について報告を行う｡

2.測 定

(1)測定期間

(i)1983年3月 5日～1983年7月 8日

(ii)1983年6月21日～1983年9月14日

(iii)1983年9月 2日～1983年12月21日

(iv)1983年12月 6日～1984年3月27日

(v)1984年3月12日～1984年7月 2日

(2)対象家屋の選定



従って今回はコンリート･ブロック造りの家屋は1軒のみを対象として選んだ｡絶対∃

29軒である｡各構造別の家屋は佐賀市とその周辺に分布させるようにし､地点的な集【

結果の偏りが生じないように努めた｡

(3)計測方法

TLD設置による3カ月ごとの積算線量を､対象家屋の屋内､屋外について計翻すノ

である｡TLD設置に先立ち､サーベイメータを用い全計雅対象家屋の屋内､屋外に･

放射線線量の相対的な分布を計測し､TLD設置点に空間放射線分布上の異常がないこ

めるとともに線量分布の状況例の蒐集に努めた｡

また家屋構造別に代表を各1軒選び､これらについてはより詳細な線宝分布を求めj

数室､屋外2点にTLDを設置した｡さらにサーベイメータによる分布計測の3〟声×

シンチレーク付のガンマ線スペクトロメータによる計和も合わせ行った｡

イ.サーベイメータによる計測

1"声×rNaI(Tl)シンチレーク付きのシンチレーションサーベイメータを使用と

には各室5点､実際上は4点から9点､床上約1mの高さ､時にはTLD設置高さ

和した｡

ロ.TLDの計測条件

使用したTLDは同一ロットに屈する約500本の化成オプトエクス社製MSO-S3

のである｡1計測点当りの素子数は､リーダでの読み取り､時折みられる異常値6こ

タの偏りを避けるため多くしたいところであったが､本鞘査研究の全体としての判

る一定水準に保持する必要上計珊件数を少なくすることができず結局1点あたり¢

4とした｡4素子を一まとめにしたものを計測用TLDの基本単位とした｡

29軒中25軒には､サーベイメータ計測により適切であると思われた個所を屋内､

点を選び､各選定点に1TLD単位を設置し約3ケ月間放置した｡各家庭構造のポ

に､屋内に9単位を､屋外には2単位のTLDを設置した｡またTLDのフェイブ

状況を調べるため､あらかじめZZもRaの標準線瀕を用いて250m只照射した4素子壱

るフェイデイング礪査用TLD単位を作り､幾つかの家屋のTLD設置点のうち屋

の各1点に計珊用と併設した｡



雨､日射等に耐えるようにポリエチレン瓶に入れた｡このポリエチレン瓶は温

のため白ペンキで塗装した｡

上記のTLDは設置の約3ケ月後に回収した｡

ハ.TLD計測値の読みとりと補正

較正には約18素子のTLDを使用した｡22ふRa98.6mCiを用いて綾瀬より1

20,30mR照射し､2日間初期フェイディングを待ち､回収した計珊用TI｡Dと

り､TLD計珊システムの感度較正を行った｡アニーリング後､現地の対象蒙

るまで､および設置場所から回収され読み取られるまでの線量は輸送中の被囁

D(6本から18本)の結果より求め､計測用TLDの線量より差し引いた｡フ

の割合は､アニーリング直後250mR照射し､計珊用TLDと行動を共にしたフ

チェック用TLDの値と250mR照射した較正用TLDの健との比較より､バッ

皇を考慮しながら推定した｡計珊用のTLDフェイディングはその割合が時間

し､上でもとめたフェイディングの割合の悠とした｡またTLD計湖上での異

る参考として､アニーリング直後250mR照射したTLDおよびアニーリングの

のTLDを計測用TLDと同期間､鉛10c皿のシールド内保管した｡これらのT

TLDを回収した時点で同時にリーダで読み取った｡

3.結果と考察

(1)計軸上の不確さ

フェイディングの割合は約2%でその影響は無視できる程度であった｡測定点ご`

D素子のバラツキ巾は､相対標準偏差で表して､平均約6%であった｡

(2)家屋構造別屋内､外の年空間線量

表1には5期間の計測結果より推定した各家屋の屋内と屋外の年空間照射線圭をj

構造ごとに屋内､屋外の平均線圭とその分布(標準偏差で表す)を示した｡また全f

内､の年平均線量とその分布巾をも示した｡家屋構造ごとの屋内線量率の値にはか7

辛が藷められる｡全サンプルでは屋内の線量率に約1.7倍の善が藷められる｡コン∠

ロック造りの家屋内部の線量率は1例ではあるが他の家屋構造内部の線量と比較し｢



て線量率のバラツ辛が広げられたことによるものらしい｡



表1計測対象家産の年線宝 (宇宙線線量も含む)

家 屋 構 造

屋 内 屋 外

鉄骨･鉄筋

コンクリート造り

口 73 75
2 65 64

3 73 80
4 75 72
5 52 76

6 80 76

7 74 74

平 均 70±9 74±5

コンクリート･

ブロック造り
口 87 58

防 火 木 造 ロ 70 66

2 79 70

3 60 66
4 90 75
5 86 72
6 86 71
7 66 Tl

8 69 72
9 67 62

10 68 68

平 均 74±10 69±4

木 造 口 66 67

2 90 74
3 76 73

4 60 63

5 60 63
6 75 66
7 68 68
8 69 63
9 60 66
10 60 62

田 72 66

平 均 69±9 66±4

全 体 の 平 均 72±10 69±5



南･北大東島におけるバックグラウ ンド

空間放射線の珊定

放射線医学捻合研究所

阿部史朗 藤高和信 藤元∃

1.緒言

自然放射線による体外被ばくは避けることができない｡国J

体に及ばすその線主事与を明らかにするため,また原子力利J

進展に伴って生ずるいわゆる環境関係の問題の解決のための∃

とすることを考慮し,全国的なバックグラウンド空間放射線(

定を行っている｡前回までに四国,九州,東北,北陸四県,｣

遭,中国,近譲,東海･東山地方,南西諸島,関東,佐渡ガJ

淡路島,小笠原地方の頓に測定して来たが,今回は南･北大!

の測定を行った｡珊定は昭和58年2月に行った｡

2.詞査研究の概要

(1) 湘定地

人口密度,i地質分布,地理的条件,却定密度を考慮した上｢

測定地(8地点)を選んだ｡珊定地点は周囲の開けた平坦地｢

表面に土壌が露出している所を選んだ｡なお珊定地は行政上`

画(市,区,町,村)の単位を言う｡測定地点は珊定地内で;

の対象とした地点で,ほぼ同じ地番内に属する学校の校庭程月

広さの区域である｡その地点内のいくつかの実珊点(測定点)

健から湘定地点の代表値を求め,同じ市,区,町,村に属すj

定地点の健から各軸定地の代表値を求める｡

(2) 珊定器と測定方法

珊定吉は直径20e皿,厚さ3t■のプラスチック電離箱+振動雲

型電位計の組合せと1■戸×r NaI(Tl)シンチレーク何のサー′

メータである｡本郷定における珊定器の誤差は標準偏差で表づ

電離箱については±3.5 %,サーベイメータについては±4タ

ある｡各軸定器の再現性は標準綾瀬により各珊定地点ごとにラ

ックした｡今回の測定では再現性の異常は藷められなかった｡

定は地表から約1mの高さで行い,降雨開始時を避けるようiこ

｣し 1 }･ヽ ′n 遜肘 中 仙 J言 dbI▼ !基 線 ⊂ 上lrt L ′T､こ■■ 七±チ ｣亡 Jレ､占之
▼′

:月鵬l.と±



地並列珊定を電離箱およびサーベメイ一夕について多数行っ

その珊定値間の比較から両測定器の換算係数が求めてあるの

それによって珊定借は全て電離箱の値に換算してある｡一口

えばサーベイメータを仲介にした電離箱測定と言えよう｡

3.結果

南･北大東島の各軸定地のバックグラウンド空間放射線線

表1に示した｡

(暮雪響含蓄㌍･大気,フォールアウトからの放射線
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58年度における牛乳の放射能調査

試
俊

産
橋

畜
三

省ポ産水林農

1. 緒言

牛乳の放射性核種に関する調査研究は､永年にわたり諸外国のフ

験の影響を調べるために行ってきたが､最近では原子力施設の増〕

影響や原子炉衛星の落下に伴う影響もその調査対象になってきた(

って今後は､それらに起因する放射性核種調査および牛乳への汚∋
関する研究も必要となる｡そこで本調査研究は従来の 9℃rおよび

べると同時に､汚染経路を知るための一手段と して可搬型8e半導1

を用いた現地野外測定を試みた｡

2. 調査研究の概要

(1) 試料採取

前年にひきつづき各地域､北海道(道立新得畜産試験場)､岩手

畜華試験場)､福島(福島県畜産試験場)､茨城(農水省畜産試験場二

静岡県畜産試験場)､富山(富山県畜産試験場)､福井(福井県畜重言

香川(香川県畜産試験場)および福岡(福岡県農業総合試験場)の9

ら牛乳試料を採取､常法によ り灰化､測定試料と した｡

(2) -℃sの測定

所定のプラ スチ
ック容器に灰化試料(牛乳2g分)を入れ､Ge(

体検出器によるガンマ線計測法によ
って行った｡計測時間は4万∃

の測定と同時にカリ ウムの定量も行うため側Eも計測した｡

(5) ㌔rの測定

t℃s測定後､灰化試料を常法により塩酸抽出､塩酸容液よ り直毛

媒抽出し､シ ュ ウ酸イ ットリ ウ ムの沈殿と してと り だし､低バ ッ

ンド 2ルガスフ
ロー計数装置によるベータ線計測を行った｡

伺) 北海道の現地測定

放射能の環境汚染と牛乳のそれとの関係を調べるために比較的う

の高い北海道に着目し､可搬型Go半導体検出器による野外測定をl

た現地測定を行っている｡1回目(昭5占年9月)の測定では､札可

(2 ヵ所)､芽室で測定した｡初めてのことでもあったので準備二

り予備的調査に止めたが､■巧sの野外測定値が高ければ牛乳中の値

高いという ことを確認した｡2回目(昭57年10月)には､測定地一

新得(5ヵ所)､芽室､中標津と 8
ヵ所に増やし測定した｡その結果

定値と牛乳との関係は1回目と同様の傾向であった｡と く に新得､

所測定しその分布をみたが､比較的標高の高い(山に近い)所と平



5. 調査結果

(1) 経常調査

58年度における牛乳中の㌔rぉよびt℃sの測定結果を表1ら.

全国的にみて卯sr､-さもsとも昨年とはぼ 同様のレベルにある｡地‡

北海道の一㌔s濃度が年々低下しており､今年度は昨年と比べさ

った｡他の地域では増加したところや検出限界以下の数値が臼
が大き く なったのが最近の特徴である｡

全国平均値の経年変化を図1､2に示した｡押sr､■∫も8とも極=

ることは昨年どおりであるが､ただtきも8の場合は北海道の値か

●かなり低く なり､前記のとおり他の地域が多少高く なったとこ

全体と して､はぼ昨年と同レベルという結果である｡

(2) 北海道の現地測定

牛乳の放射能汚染濃度と環境のそれとの関係を調べた り､遥

に汚染濃度の高い地点の原因究明などの目的で､∫3了csを中心と

現地で行った｡まず､採草地の∫㌔s野外測定値と牛乳の汚染讃

を図5 に示した｡過去2回および今回(/9♂J年)の測定結果か
は図でみるよ うな相関関係が存在することがわかる｡また､-∃

積量と野外線量率との間にも相閲関係があるこ とが/9♂/年の

った｡/9♂2､/9♂j年分については現在データ
と り まとめ中で

次にカリ ウ ムとの関係であるが､図5 に示したデータは全部

ベースにしたものである｡さ もないと図に示したよ うな高い羽

ないこ とがわかった｡従来からセ シウ ムとカリ ウムとの関係､

内での動きについては多く の研究がなされてきたが､土壌中て

がセ シウムの動きをある程度制御しているものと考える｡表2

思われるものを示す｡札幌と中標津の土壌中の■き㌔s量ははぼ同

ヵリウム量が仰Eのデータから推察すると､札幌が多く中標津

いうことである｡両地点の牛乳中の`ラもsに目を移すと札幌が低
が高いという結果である｡土壌中のカリ ウムの多少にかかわら
カリ ウ ムははぼコ ン ス タ ント である｡

また､北海道の測定値が高いという ことは例年どおりで表1

る｡その原因を究明すべく北海道内の調査を行っているが､】き晦

よ
布
と
内

す
分
る
道

示
度
み
は

で
濃
を
迅
ノ

2
染
件
値

表
汚
粂
喝

うに新得が他の測定点よ り 明らかに高い｡同地点

､
降
域

と
､
地

る
は

の

み
得
他

を
新
の

山ぎわが高く 平地が低いという結果を

水日数および不照日数(昭享/年′～∫0年
ベ比に

る｡この不照日数は単に曇
hソ

多い方に属し､と く に不照日数

というだけではなく､降水データ

に残らないよ うな極短時間または極少量の降水もその中に含ま
こ の こ と についてのは っ き り した 言己鐘は な い



表1 牛乳の 憎sr､l打cs(pci/J)

〃sr(pcl/J) lオcs(pci/∠)

58年5月 58年8月 58年11月 59年2月 58年5月 58年8月 58年11月

北海道

岩 手

福 島

茨 城

辞 同

音 山

福 井

香 川

福 岡

5.3±0.3 3.3±0.3 4.4±0.3 4.5±0.3

3.3±0.3 4.3±0.3 4.5土0.3 3.8±0.3

1.9±0.2 1.6±0.2 1.2±0.2 1.3±0.2

0.7±0.2 0.5±0.2 1.0±0.2 0.8±0.2

1.9 ±0.2 1.1±0.2

1.3 ±0.2 1.4±0.2 2.4±0.2

2.2±0.2 0.9 ±0.2 1.0 ±0.2 1.5 ±0.2

0.5±0.1 0.9 ±0.2 0.4±0.1

0.7±0.2 0.5±0.1 0.4±0.1

14.3±1.119.3±1.2 7.8±0.9

7.5±0.8 a.9±1.2 6.2±0.8

4.0±0.7 5.5±0.7

2.3±0.6 1.8±0.6

5.2±0.8

2.9 ±0.7 5.2±0.8

8.1±0.9 2.3 ±0.6

3.2 ±0.8

3.0 ±0.7

6.8±0.9

3.1±0.7

4.5±0.9

3.0 ±0.7

3.7 ±0.7

1.8 ±0.6

2.3 ±0.7

0
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図1.牛乳の ㌔r濃度の雇年月別変化(各点は全国平均)
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図5 セシウムー157の野外(採草地.)測定と牛乳汚染の関

表2 け℃sの野外測定と牛乳汚染(/9♂J年)

測 定 地 点
野 外(採草地)測 定 牛 乳

-㌔s(epm) 朋K(cpm) l町cs(pcl/g)

札 幌(北 農 試)

新 得(道立畜試)

芽 室(北農試･畑作)

中標津(道立畜試)

15.85

※2R22

11.00

15.57

14.49

10.占9

18.29

10.25

d.5

25.2

5.7

15.0

※5地点測定(平均値)

4. 結語

本調査研究の目的は｢わが国の生産乳の放射能汚染濃度を発

応じてその対策などの行政措置を講ずる｣という ことである｡

乳中の押srぉよび′タもs汚染レベルからすると前記した目的のも

しにく いのが現状である｡しかし､過去(/9占0年代)において

汚染濃度を示した時代があり､それが急速にまたは緩慢に減少

低レベルに至っている｡その過程をデータ として把握していそ

は

合

i

塵什｢

染に汚的境来環将な
は

た究新研た査し調映本反てに

っ

代が時た力し子

0

原るのう後り今なヽにり料あ資で考重参貴の

がある と同時 しと題間のぎつに

はじめ､牛乳に 視要重てし閑

て出て く るであろ う 寿長

しなければならない人為放

身核放
性

命
射

測定法の確立もその目的に含めなければならない｡

本調査研究を遂行するにあた り､永年にわた り 貴重な試)



家畜の骨中90sr濃度の調査(1983年虔)

農林水産省 家畜衛生試験場北海道支場

岩田神之介 小原義昭 相良登代子

1 緒言

放射性降下物質による家畜飼育環境の放射能汚染を､家畜の骨中一

の推移から､1957年虔より調査している｡これせでの分析結果では､

骨中90sr濃度は､放射性物質の降下量を比較的よく反映して､1965∠

頂点として､その後は次第に減少している｡しかし､その長い物琶=

と､スト ロソチュウム自体の難代謝性のためにヽ 現在もなお低水準･

が汚染以前の水準よりは､わずかに高い｡この推移をさらに継続し-

るために､前年度と同様に家畜の骨中90srを分析したので､その結ブ

ナる｡

2 調査研究の概要

(1)材料と方法

分析試料は､1983年1月から丁月せでに､北海道内の各地か･

た馬10例､牛10例の腕前中指骨である｡分析方法は､試料を乾∃

た後､ジー(2･エチノレへキシル)-リン酸による90Yの溶媒削

った｡

(2)分析結果

馬の骨の分析結果は､10･45±3･36pCi/g･Caで前年度の平均イ

PCi/g･Ca より低く(表1)､牛の分析結果も､4･95±0･98pCj

で前年度の平均値の10.6pCi/g.Ca(表2) より低く､汚染以一

に近ずいている｡骨中放射性物質濃度の推移を図1に示す｡

3 結果

骨中の放射性物質汚染は､1965年を頂点として以降ヽ 年とともに1

味充がら次第に減少し､現在の環境条件が保持されるとすれば､汚毒

lヽl.｣ヰ▲ ノ【- 1仏し.たと I′l■ r==T 鹿
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表1 馬の分析結果(10例)
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表2 牛の分析結果(
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No Name of rivers Date of sampling

1 工sh⊥kari

2 0mon0

3 Kitakami

4 ♪togami

5 Kinu

6 でOne

7 Sb⊥nano

8 Fuji

9 でenryu

lO Kiso

11 Yod0

12 Yura

13 Asahi

14 Hii

15 Gou

16 0hota

17 Yoshino

18 Chiku90

19 0hono

20 Gokase

21 0hoyod0

22 Ku爪a

Oct.1978

0ct.1982

0ct.1978

0ct.1978

0ct.1982

Apr･1982

Feb.1982

0ct.1978

0ct.1982

0ct.1983

HTO(TU)

57.8
-11.92

22.3
-9.27

34.2
-9.11

22.5
-9.55

19.0
-9.97

19.2
-8.62

20.2
-10.38

27.4
-9.73

20.2
-10.88

13.7
-8.63

Oct.1983 9.0
-9.86

Oct.1979

Sept.1981

0c亡.1983

0ct.1979

Sept.1979

0ct.1979

Sept.1981

Sept.1981

Sept.1981

Sept.1981

0ct.1981

0ct.1979

0c亡.1980

0ct.1980

0ct.1980

0c亡.1980

0ct.1980

13.8
-9.39

15.7
-9.75

9.2
-9.37

23.0
-7.79

9.7
-8.22

17.9
-8.38

17.2
-8.44

24.2
-8.29

17.8
-8.01

20.7
-8.28

16.2
-8.46

17.6
-7.81

11.2
-8.07

15.1
-8.41

26.6 -7.78

25.5
-6.90

11.5
-7.57
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東海村及びその周辺における環境モニタリング結

陸上環境試料中の23ヨ㍗Opu濃度

動燃(東海)
★林

直美,石田 順一臥野村 保

1.緒 【コ

動燃東海事業所では､原子力施設周辺の環境モニタリングを多岐にわたり

いる｡ここでは､1974年以来測定を実施してきた陸上環境試料中の233､24Qpu凛

告する｡

2.前処理及び分析方法

降下塵は､東海事業所構内の高さ10mの建物屋上で大型水盤を用いて一ケ

たものを､また浮遊塵は､東海村(2ケ所),勝田市(2ケ所),水戸市(

セルロース･ガラスフィルターを用いて1週間連続捕集したものを3ケ月分

科として分析に供した｡土壌は､15cm(L)×15cm(W)×5cm(H)のス

を地中に打ち込み､採取した試料を乾燥した後2…メッシュでふるいがけし

た農産物は電気炉灰化試料を分析試料とした｡

233､248puは､硝酸系陰イオン交換法で分離精製した後､ステンレス板上に電

ン半導体検出器を用いたα緩スベクトロメトリーで定量した｡なお､回収率

してはZ賂pu,または242puを用いた｡

3.モニタリング結果の概要

(1)233､248puの降下圭と地表大気中濃度
1),2)

1978年10月以降の233､248pu降下量の経時変化を囲-1に､また23ヨ､24Qpu,

下垂と23ヨ､240pu,30srの年平均大気中濃度を義一1に示す.降下量及び地

は､大気圏内核実験があれば､その影響を直接的に受けるほかスプリン

われやすいことが知られている｡

233t24Qpuの降下量は1979年の春期から秋期､及び1980年,1981年の春期

り中国核実験の影響と推測きれる.その後は減少する傾向にあり､観測

圭は0.01～2.6 〟Ci/Km2･月の範囲で､最高値は1979年10月に観測

241血/233､24Qpu比は､漸次高くなる傾向を示しており､大気圏に241puが供

241puから成長した241Amの寄与と考えられる｡

233240【ゝ‖′Tヽ･bh∃巨｣_虐ぎ■+Td■dヒ′Tヽ撼事象っ暮_ だ&｢ご｣■■｢



(2)農産物中の23ヨ､24叩u濃度

東海村(照沼),勝田市(長砂)及び那珂町(東未倉)で採取した精白米刃

キャベツ,白菜,ホウレン草が3ヨ､248pu濃度を衰-2に示す｡精白米は麦類より

く､葉菜ではホウレン草が､他のキャベツ,白菜に比べ約1桁高くなる傾向を

また､米麦では核実験の影響と推測される濃度変化が見られたが､葉菜では､

減少傾向にはあるものの特徴的な変化は見られなかった｡米麦中が3ヨ1240pu凛層

化を図-2に示す｡

(3)土壌から農産物への移行

土壌一農産物一人系の放射性核種の移行は､被曝評価上､重要な移行経舅

ある｡集積されたデータを用いて土壌から農産物へのPuの見かけの移行係費

た｡

照沼,長砂地区における耕作土中の描叩Pu濃度は､1981年2月には平均

Kg･乾､1982年6月には平均4.8pCi/Kg･乾であった｡これと同時期に採可

中の23ヨ､24Qpu濃度との比を取り､対数確率紙上にプロットして囲-3に示す｡

濃度比の幾何平均値は､白菜,キャベツで3･0×10~4､ホウレン草で1･】

あり種類による差が認められた｡

4.結 語

今後も環境中Puの調査を継続するとともに､きらにデータの蓄積をはかり環溝

行などについて検討を進めていく｡

(参考文献)

1) Aiji Yama t o,RADIOISOTOPES,迎,104～10

2) 杉村 行男 他,第25回環境放射能調査研究成果論文抄録集(昭和57年月
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表- 2 農イ乍物中の2コヨさ40p u 漉度

濃 度 範 囲

(pCけKg･生)
算術平均

PCi/Rg･生

幾何平均
PCi/Kg･生

6.3×10~◆- 5.2×10~3 2.8×10~3

2.5×10~ユーl.8×10-2 9.4×10~3

大 麦

(ヒ●-ル麦) 2.4×10~ユー 5.4×10~2 2.6×10~2

6.5×10~◆･-l.4×10~ヱ 5.4×10~3 3.0×10~J
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降下物,陸水,海水,土壌および

各種食品試料の放射能調査

(財)日本分析センター

坂東昭次,西山正孝,

苦情水克己,野中信‡

1.緒 呂

科学技術庁放射青転喝査委託にもとづく放射性降下物(フォールアウト)に係

放射能調査として,58年度に採取された降下物,陸水,海水,土壌および各

項試料について90sr及び137csの核種分析を行ったのでその礪査結果を葡

2.調査の概要

昭和58年度中に31都道府県の各衛生研究所などで採取され送付をうけた弓

ついて,昭和58年4月から昭和59年9月までに90sr及び137csの核種二

(1)分析対象試料

分析対象試料は,降下物,浮遊じん,陸水,海水,海底土,土壌,日常食,

ドライミルク,野菜,茶,海産生物などである｡

試料ほ31都道府県の各衛生研究所などで採取され所定の前処理を施されナ

付されたものである｡

(2)分析方法

分析方法ほ放射化学分析法で･科学技術庁制定放射性ストロンチウム分析浸

改訂)および放射性セシウム分析法(昭和51年改訂)に準じて実施し鳥

3.調査結果

昭和58年4月から昭和59年3月までに採取きれ十



その全国平均および最小,最大値は次の通りである｡

90sr:0.004(0.000～0.012)mCi/Km2(n=380)

137cs:0.004(0.000～0.040)mCi/馳2(n=380)

(2)浮遊じん

福島,茨城,新潟,福井,静岡,愛知,京都,大阪,兵庫,鳥取,広島,長崎J

四半期毎に採取した試料について,その測定結果の全国平均および最′｣＼,最大値い

である｡

90Sr:0.05(0.0～0.2)10-3pCi/m?(n=48)

137cs:0.06(0.0～0.3)10-3pCi/1n?(n=48)

(3)陸 水

上水(蛇口水,源水)について各県で年2回～4回採取した試料の平均値を表二

その全国平均および最小,最大値ほ次の通りである｡

90sr:0.08(0.01～0.19)pCi/l(n=76)

137cs:0.01(0.00～0.02)pCi/l(n=76)

淡水は北海道,秋田,福島,茨城,新潟,福井,長野,京都,広島の9県につし

採取されたもので,その平均および最′｣､,最大値は次の通りである｡

90sr:0.10(0.00～0.23)pCi/1

137cs:0.02(0.00～0.10)pCi/l

(4)海水,海底土

海水は11県,海底土については12県で,年1～2回採取した試料について(

結果を表1に示した｡

その全国平均および最小,最大値は次の通りである｡

海 水 90sr:0.09(0.07～0.12)pCi/1

137cs:0.10(0.05～0.14)pCi/l

海底土 90sr: 2 ( 0
～15)pCi/kg乾土



0～5c7n 90sr: 8.0(1.1～ 23)mCi/Km2(n=

230 (29 ～1300)pCi/kg夢土

137cs: 32 ( 0.4～ 110)mCi/Km2(n=

890 ( 8
～4700)pCi/kg乾土

5～20m 90sr:19 (1.6～ 77)mCi/Kn2(n=

150 (13 ～

690)pCi/kg乾土

137cs: 40 ( 0.1～150)mCi/Km2(n=

340 ( 0.5～2100)pCi/kg乾土

(6)日常食

各県年2回採取した試料の県別平均値を表1に示した｡その全国平均および]

は次の通りである｡

90sr:2.9(0.8～ 6.7)pCi/人･日(n=62

4.9(0.7～13 )ストロンチウム単位

137cs:2.3(0.9～ 5.5)pCi/人･日(n=62

1.1(0.5～ 2.8)セシウム単位

(7)精 米

各県で年1～2回採取した試料の全国平均および最小,最大値は次の通りで

90sr:0.4(0.0～1.0)pCi/kg精米(n=36

5 (0 ～16 )ストロンチウム単位

137cs:1.2(0.0～ 7.2)pCi/kg精米(n=36

1.3(0.0～10 )セシウム単位

(8)牛乳(原乳,市乳)

各県年2～6回採取した試料の県別平均値を表1に示した｡その全国平均お

大値は次の通りである｡

90Sr:1.8(0.5～20)pCi/l(n=103)

1.7(0.5～19)ストロンチウム単位



小,最大値は次の通りである｡

90sr:12(2.9～ 42)pCi/kg粉乳

1.5(0.8～ 3.3)ストロンチウム単位

137cs:32(4.3～160)pCi/kg粉乳

3.0(0.7～ 9.1)セシウム単位

(10)野 菜

大根,ほうれん革について生産期に合せ採取した試料についての測定結果を県

示した｡その全国平均および最/｣＼,最大値は次の通りである｡

大 根 90sr:7.5(1.1～ 34)pCi/kg生(n=29

29 (4.9～130 )ストロンチウム単位

137cs:0.9(0.0～ 9.9)pCi/kg生(n=29

0.5(0.0～ 5.3)セシウム単位

はうれん革 90sr:6.1(0.8～19)pCi/kg生(n=30

9.1(0.9～ 3∩ )ストロンチウム単位

137cs:1.3(0.0～10)pCi/kg生(n=30

0.2(0.0～ 2.2)セシウム単位

なお表中,青森,秋田,大阪,和歌山,各県の()内デー列は,はうれん草

してきゃべつ,はくさい等の結果である｡

(11)茶

静岡,京都,鹿児島,(各2試料)の試料についての平均値および最/｣＼,最大

りである｡

90sr:76(17
～250)pCi/kg精茶

21( 8 ～ 60 )ストロンチウム単位

137cs:54(5 ～120)pCi/kg精茶

2.8( 0.3～ 6.2)セシウム単位

(1勿海産生物



137cs:5.7(2.4～14)pCi/kg生(n=3

1.6(0.7～ 3.5)セシウム単位

月 類

海藻類

90sr:0.2(0 ～

0.2(0 ～

137cs:1.2(0.8～

0.5(0.3～

90sr:1.8(0.9～

1.8(1.0～

137cs:1.0(0.6～

0.2(0.1～

0.6)pCi/kg生(n=

0.6)ストロンチウム単位

1.6)pCi/kg生(n=

0.6)セシウム単位

3.2)pCi/kg生(n=

2.6)ストロンチウム単位

2.0)pCi/kg生(n=

0.4)セシウム単位

(1訝淡水魚

淡水魚は北海道,秋田,福島,新潟,福井,長野,京都,広島の8県で年1

もの(コイ,フナ等)で,その平均および最小,最大値は次の通りである｡

90sr:23(3.0～49)pCi/kg生

4.0(0.8～ 6)ストロンチウム単位

137cs:9.8(3.1～42)pCi/kg生

3.1(1.2～13)セシウム単位

4.結 語

科学技術庁放射能調査委託にもとづき放射性降下物に係る環境試料中の放射能

58年度に採取送付をうけた各種試料について90Sr及び137csの核種分析を

としては,57年度よりやや低い値を示した｡
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1.37 70.4± 7 ★
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3.24 153 ±22
★

4.27 190 ±26 ★

1.34 226 ±16 ★
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碁

骨

碁

キ

#

130 土 5

140 土 5

160 土 5

180 土 5

160 ± 5

130 土 5

110 土 5

96 土 4

35054 Ⅳ∫135053 E

場

6.4 土4.1

6.8 土4.2

6.0 土4.2

6.7 土5.1

8.9 土3.9

230 土

220 土

0ノ

8

140 土 6

140 土 7

110 土 6

120 士 6

92 土 5

(pc土/kg-dry)
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横須賀港､佐世保港及び金武中城港の放射能調査

海上保安庁水路部 ラ毎一筆汚染調査

官本宮司､ニッ町悟､三宅麿

伊藤秀行

緒言

本調査は､原子力軍艦が寄港する横須害､佐世保及び金武中城の各港の海水及び扇

いて､環境放射能の長調的変動を明らかにすることを目的としている｡ 横須賓蒔､

については昭和39年度から全β放射能測定による調査を行っていたが､昭和45j

種分析による調査に切り換えた｡ 金武中城措についてば､沖縄復帰に伴い昭和

ら上記2常に加えて調査を開始した｡ この報告は防和58年度の調査結果につい

ものである｡

調査の概要

衣謂査のため上記3漕のそれぞれに固有の測点(横須賀6点､佐世保7点､≦

6点)を定めてある｡ 調査は年4回定期的にこれらの定点において表面及び底

トルの海水と海底土とを採取し､海上保安庁水路部において､これらの試料につい｢

分析を行っている｡

陪和58年度の144ce及び60coの測定結果をそれぞれ表1､表2に示す○

は144ceについて各蒔ごとに期別の平均値を掲げてあり､昭和52年(1977年)

を寂年的に表したものである｡

海水中の144ceは前年度(暗和57年度)同様非常に低いレベルである｡苧

1剋ceは前年度同様減少傾向にあり低いレベルとなっている｡60coは海水､海

年度までの結果と同様全体に極めて低いレベルにあり大きな変化はない｡

結語

陪和58年度の調査結果は､各蒋とも放射能レベルは極めて低く､特に異常とすj

られなかった｡
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蓑2 海水及び海底土の60coの分析結果(昭和5さ年度)
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日本近海の海水及び海底土の放射能調査

海上保安庁水路部 海洋汚染調査

宮本曹司､ニッ町悟､三宅元

伊藤秀行

緒言

本調査は､日本近海における海ノ水及び海底土中の放射性!扮質の分布及び その経左

かにすることを目的としたもので､ラ毎水については昭和34年度に､ラ毎底土につい

年度に請査を開始し､以後毎年継続して実施している｡

今回は､陪和 58年の調査について報告する｡

2 謂査の概要

海水は黒潮流域､親潮流域､日太海の各海域で表面海水を採取し､ラ毎底土ば沿岸力

積物を採取している｡ ■試料の放射化学分析は､海上保安庁水路部において行ってむ

分析核種は､海水については90sr､137cs､144ce､106fhの4核種､海底

は90sr､137cs､60co､144ce､106Ru､239+240puの6核種である｡

陪和58年分の海水及びラ毎底土の測定結果を表1､2に､試料採取位置を図1に

囲2には海水中の鋤srと137csについて昭和36年(1961年)以降の年別

り海域ごとの経年変化を､また､囲3､4には海底土中の144ceと106R両こついて

(1975年)以降の年別の濃度範囲と平均値により経年変化を表わしてある｡

表1によると､海水中の144ce､106Rnは昭和58年は､前年同様大部分の汲は

pCi/β｣以下の低いレベルである｡

囲2について見ると海水中の90sr､137csばおおむね減少傾向にある｡図3

て見ると海底土中の144c｡と10㌔両ま同様な変化傾向を示し､前年に引き続き域4

蓑2によれば､海底土中の239+240蝕は､137csと同様のレベルでありその蛋

似ているように思われる｡90sr､60coは20pCi/Kg一覧土以下の低いレベルで3

数年来鱒ほ一定レベルとなっている｡

3 結語

監 ノ:
,■ t_ ユ セ サ ⊥.き･飢ゝ



衰 1

Serial Position

No･ Lat. Long.

黒 部 流 域

1 28-00N 138_00E

2 30-26Ⅳ 132-04E

3 32-19N 136-01E

4 rフ9-50N 133-51E

5 32-36N 135-39E

6 30-00N 128_10E

7 30-50N 130-50E
8 34-00N 138_00E

9 29-00N 135-40E
lO 29-58N 139-59E

l1 32-00N 133-41E

12 30-44N 131-46E

親 潮 職 域

13 40-00N 142_30E

14 40-00N 145-00E
15 43-04N 145-54E
16 40-29N 148-32E

17 40-00N 145-00E

18 40-00N 143-20E

19 40-00N 145-00E
20 40-40N 143-20E
21 qO-00N 142-30E

22 38-00N 142-00E

日 本 海

N
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N

N

N

O
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ノ
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8

7
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ノ
1

●

■
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●
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コ
コ
3
3
ム
｢

3
ム
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⊂
ノ
エ
リ
7

2
2
2
2
2

135-15E
134-11E

138-00E

135-57E

139-30E

28 42-30N 138_00E

29 36-00N 135-30E
30 37-30N 134-20E

31 37-31N 138-01E

32 39-00N 136-00E

33 34-25N 130_10E

34 34-10N 129-50E
35 34-00N 129-30E
36 33-40N 129-50E
37 36-00N 135-30E

38 37-30N 134-20E

39 41-17N 139-32E
40 42-30N 138_00E

41 37-30N 138-00E

42 38-59N 135-52E

43 37-30N 138-00E

44 39-00N 135-56E

略称 58■年 日本近海 海水 放射能分析結果

Sampling Radioactivity (pCi/L)

Date 90sr 137cs

1983.3.1

1983.3.6

1983.3.9

1983.5.14

1983.5.15

1983.5.25

1983.8.9

1983.8.22

1983.8.24

1983.10.28

1983.11.7

1983.11.12

1983.2.10

1983.2.10
1983.4.21

1983.4.22

1983.6.28

1983.6.29

1983.8.4

1983.8.4

1983.11.8
1983.11.10

0.12±0.02

0.06±0.02

0.05±0.02

0.0与±0.02

0.06±0.03

0.08±0.02

0.08±0.02

0.07±0.02
0.06±0.02

0.07±0.02

0.06±0.03

0.17±0.Oq

O.09±0.03
0.18±0.04

0.1与±0.03

0.拍±0.03

0.10±0.04

0.15±0.03
0.08±0.03

-一__±____

0.07±0.02 0.09±0.02
0.06±0.02 0.08±0.03

0.08±0.02

0.05±0.02
0.06±0.02

0.03±0.02

0.10±0.02

0.05±0.02
0.04±0.02

0.04±0.02

0.08±0.02

0.10±0.03

-0.03±0.04

-0.01±0.03
0.05±0.06
0.12±0.04

0.07±0.0ヰ

0.10±0.02

0.02±0.04

0.08±0.04

0.08±0.02

-.__●+.____

1983.3.4 0.12±0.03 0.09±0.05

1983.3.5 0.09±0.02 0.02±0.07

1983.3.10 0.11±0.02 0.04±0.04

1983.3.11 0.07±0.02 0.15±0.03

1983.3.16 0.08±0.03 0.06±0.04

1983.3.16 0.09±0.02 0.04±0.03

1983.5.30 0.05±0.02 0.16±0.03

1983.5.31 0.06±0.02 0.14±0.04

1983.6.1 0.06±0.02 0.13±0.04

1993.6.2 0.09±0.02 0.11±0.03

1983.7.25 0.11±0.02 0.12±0.04

1983.7.25 0.08±0.02 0.12±0.05
1983.7.25 0.13±0.02 0.10±0.0与

1983.7.25 0.12±0.02 0.09±0.05
1983.8.10 0.13±0.02 0.12±0.04

1983.8.11 0.13±0.03 0.05±0.05

1983.8.16 0.09±0.02 0.14±0.04

1983.8.19 0.16±0.02 0.13±0.05

1983.9.8 0.16±0.03 0.08±0.03

1983.9.9 0.05±0.02 0.09±0.03

144ce

O.01±0.01

-0.01±0.01

-0.02±0.01
0.01±0.02

0.00◆0.01

0.02+0.02

0.01±0.01

0.01±0.01

0.00±0.01

0.05±0.01

0.02◆0.01

0.01±0.01

0.01±0.01

-0.01±0.02
0.00±0.01

0.01±0.01

0.02±0.01

-0.00±0.01

-0.03±0.01
0.01±0.01

0.06±0.01

0.02±0.01

0.､01±0.01

0.02±0.01
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表 2 暗和 58 年 日本近海 海底土 放射能分析結集

Serial Position Sa皿Pling Depth

No. Lat. Long. Date (m)

1 35-18.9N139-42.1E
2 35-25.ON 139一叫.2E
3 35-31.7N 139-52.3E
4 38-25.7N 141-28.9E

5 35-35.ON135-20.OE

6 35-33.ON 135-30.OE

7 35-46.ON135-50.OE
8 31-30.ON 130-37.9E

9 43-12.2N l`1-03.5E
lO 37-57.6N139-01.4E

l1 34_13.ON 132-18.6E

12 35-18.Ⅷ 139-ん2.2E
13 35-25.8N 139-44.4E

14 35-31.7N139-52.5E
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囲1 日本近渇い海水及び濯底士測点囲
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放射性固体廃棄物の試験的海j筆処分に伴う海水､海底土

の放射能調査

海上保安庁水路部 海ぜ羊汚染調査≡

*
宮本膏司､ニッ町悟､三宅ヨ

伊藤秀行

緒言

衣調査は､放射性固体廃棄物の試験的海津処分に先だち処分候掃海域の放射能バ､:

ドを把握することを目的としている｡

海上保安庁では､昭和47～49年A,B,C,Dの4海域､52～55年A,Bの2･

査後略和56年からはB海域を対象として海底地形･地質調査及び海水･海底土¢

査を実施している｡

今回の報告は､昭和58年の放射能測定結果を取りまとめたものである｡

調査の概要

試料の毒突取は､海上保安庁水路部所属測量船｢昭洋｣により昭和58年7月に実コ

採取した試料は海上保安庁水路部において放射化学分析による放射能測定を行った

核種は､海水については90sr､137cs､60coの3核種､海底土については更に:

を加えた 4核種である｡

隋和58年の海水･海底土の放射能測定結果をそれぞれ表1､2に示す｡

深海底の海水中の137cs､90srは表1に示す様に､それぞれ1000ゼあたり0･

0～1･7pCiの濃度範囲にあり表層海水中の濃度に比較し､50分の1以下の低いレバ

各層調査によると90sr及び137csは表面から500〝乙までは比較的均一であり､竜

一1500m において急激に減少し､深さ1500m｣以深では非常に低いレベルとなっても

これに対して､60coはいずれの試料においても検出されていない｡

海底土の表面(0-2cwa層)における239十240pu､137cs､90sr及び60co

すとおり それぞれ乾土1Kgあたり1.6～3.9pCi､7-17pCi､0～2.9pCi､0.2､

度の範囲で日本近海の浅海における濃度レベルよりかなり低く､中でも239+240pt

虎コ亡{
L_や

_三上三Jヽ
ヽ _



蓑1 放射性固体廃棄物の試験的海洋処分候補海域の放射能調査結果 一
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表2 放射性固体廃棄物の試験的海津処分候隋海域の放射能調査結果 一 海底土 昭和58
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クルマエビの脇肉および中腸腺

にとりこまれよ3しc5の存在形態
について

国立公

1.緒 言

私達は､数年来､実際的なRI汚染食物を摂取する場合の人体内被虐線量の

する一連の研究を行い､その成果を順次太報青書に報合してきた.このうち､

どの肉にとりこまれた106Ruのマウスにおける濃縮と排せつが､従来の被爆線量

礎になっている無機106Ruを非放射性のエビ肉に混入(対照飼料)して投与した

差を示したこと､またその原因は､エビ肉にとりこまれガ06Ruの化学的存在
10

とは臭ることによるものであること､などを明らかにした.しかし､この

のために行った､13h｡sをとりこんだクルマエビ肉の場合には､対憩の無d3L
との間に差異はほとんど語られず､106Ruの場合とは異なること､その原因とし

ど肉にとりこまれた13しcsの化学的存在形慈が無機と異なるものではないこと､

してもマウス体内における代謝が無機の場合とはとんど差異を生じないこと､

えられた.

そこで､大鹿田無明のため､エビの鮨肉および中腸腺にそれぞれとりこまれ

存在形態を調べ､対照の無射3しcs混入飼料との差異を中心に比較を行ったので

(1).蛋白を中心とする13むcsの存在

まず､既報106Ruの場合に準じ､Ⅲa5bilOtOちの方法により蛋白を中心とする

在を調べた.

その結果は､表1のとおりであり､肪肉および中腹腺にとりこまれ逗3hcsは
事実上井草自着窒素化合物区(…C)に存在し､また無機対照13hcsとの違いは

見られなかった●この結果は､106Ruの場合と著しく相違した.

(2).N】,NC区を中心とする13Lcsの存在

上記で13しcd士大部分アミノ酸やペプチドなどとともに比較的低分子の状着で

と推定された.そこで､この点を確認するため､まず､13Lcsをとりこんだ鮨肉

の各村PNC区一部試料につき､それぞれ水に対して一昼夜透析すると､いずれの
13h

Csは99%以上が透析され､事実上低分子の状患で存在することが裏付けられ

対照試料の場合にも同様な成績を得た.なお､鮨肉および中腸腺の0.05l-PB(p

よる抽出減の場合に封3Lcsはいずれも99%以上が透析された.

いずれにしてもJ3Lcs は低分子状態で存在することが分ったので､つぎに､

2†-NaOH により中和(p托7.0)格¢00c以下で減圧.遭纏lノ､.キの遥‖瞭トヨ沓【放射



つぎに､上記N川C中和液につき､さらにアミノ酸､ペプチドを主とする展

溶媒(ユー ブロビー ルアルコー ル･28%アンモニア:2:1)により薄居クロマト

TLC)を行なって､そのラジオクロマトグラムおよびこンヒドリン試薬との皇

べた･その結果､図2(l)のとおり､13hcsは無機対照の場合と同様いずれも

まった.なお､こンヒドリン陽性えポットは､原点にははとんど詑られなか

一方､C5は､Ⅳa.Xなどとともにアルカリ金属類なので､これらの展開分♯

タノール･濃塩酸:80:10:10)によりTLCを行った結果(図2(2)):3Lcsはェ
こまれた試料および対照試料いずれの場合にもRfO.25付近にl点のみが検出

こンヒドリン陽性スポットはRfO.75-0.82付近にただ1点のみ検出きれた.

上記の各成績からエビ肉にとりこまれた13Lcsは燕機イヒ学形巷として存在し

世の高いことが明らかになった.そこで､この点の確認のため上記各C肝C中

イオン交換樹脂により展開分#して､そのラジオグラムを測定した｡その結

にとりこまれた13Lcsの方は､多種のアミノ酸が分#される0.5=HLOHや川一

肌OHによっても溶離されず､2N一絨Clにより溶経きれ､しかもその放射能ピー

Csのそれと一致した(図3).

(3) 0.05M-PB抽出液申3hcsのリンモリブデン酸アンモンとの反
上記で､エビ肉にとりこまれガ3しcsは無機化学形養として存在する可能性

そこで､この点を再確認する目的で､TCA埼加による強酸性の影響をさけた

05H-PB抽出液(pR･7･0)と､これにHHO3を添加して強酸性とした各試料につき

と選択的に化学反応するリンモリブデン酸アンモンとの共沈を調べた.そ

試料の舶とも13しcsはリンモリブデン酸アンモンと共沈反応を示して､事実

形態として存在すると判断された.

3.結 語

前年度に報告の､クルマエビ肉にとりこまれ#3Lcsのマウスにおける濃嫡

憲機13しcの場合と書羞がほとんど認られなかった原因は､とりこまれがしcs

在形態が無機13しcsをェビ肉に混入したものと同様な状悪で存在することによ

判断される.

私達は､これまで､実際的な汚染食物を摂取ナる場合の人体内部被爆線量

価するための一連の研究を行ってきた｡しかし､その癖明した部分はいうま

体俊の中のごく一部分に過ぎない･今後､他の食物やRIに関する同様な検■

個人のみならず国民全体における正しい内部被爆線量の無明･評価を行う必■

と考えている.



表1クルマエビの筋肉および中腸腺にとりこまれd34c5と野人した13tcぷ(対照)の孝自区を中心と

区 ウ)

13tc5をとりこんだ…csを混入した

兢 肉 親 内(対照)

134csをとりこんだ13▲c5を

中腸膿 中細
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追跡調査のための深海底探索調査システムに関する対策研

北西太平洋における人工物体の探索

海洋科学技術センター

堀田 宏 門馬大和 大塚 唐 土屋

1.緒 言

海洋科学技術センターでは､圏が計画している低レベル固体廃棄物の海洋処分に伴う安全性研

一環として､水深約6000mの深海底に投棄された固化体容器の探索を行うことができる｢深

探索調査システム｣の研究開発の委託を昭和52年定から受け､実施してきた｡

この研究開発に伴う海洋実験で得られた深海底に関する資料は､試験的海洋処分の事前調査と

の意味も合せて持つことが期待されている｡

58年度は､北西太平洋海盆の水深5700mの海域で人工物体の探索実験を行い､システム

合的性能確認を行った｡

2.概 要

本システムは､(1)ソーナーやカメラを搭載し海底に近接して曳航される曳航体､(2)船

航体の水中位置を高精度で測定するためのトランスポンダ航法装置､(3)電力や信号の伝送と

を行う鎧芸同軸ケーブル及びウインチ､(4)曳航体の着水､蕩収､曳航のためのAフレームタ

ン及びジンパルシープから成る船上曳航装置､そして(5)ソーナーやカメラの制御､データの

及び表示を行う船上処理装置から構成されている｡

実験は､33●39′ N､145054.5′Eを中心とし､水深5700m半径5浬の海域で

た｡ソーナー及びカメラによる探索能力を評価するため､予め形状のわかっている人工物体の操

行うこととした｡このため､トランスポンダ航法により正確に船を誘導しながら､半径25m以

合計22個の2001ドラム缶型模擬固化体を投下した｡

次に曳航体を投下地点に誘導し､サイドスキャンソーナーによりドラム缶の分布をとらえた｡

結果､その分布範囲は凡そ300m程度であることがわかった｡

さらに､深海TV及びカメラによりドラム缶を3度にわたって視野に収めることに成功した｡

また､本海域の中心蔀には､LPGタンカーが沈んでいるので､併せてソーナーの評価のために】



沖縄におけるバックグラウンド調査

(財) 日本分析センター

坂東昭次･樋口英雄･虻川成司･

1.緒 昌

沖縄におけるパブクグラウンド誼査(科学技術庁放射能調査委託)として4

ひき続き昭和58年10月､沖縄県那覇港および漫湖､久茂地川で採取した海

物について聞Co､65zn､137cs､144ceの分析を行ったので､その結果を;

2.分析試料

昭和58年10月18日､科学技術庁､沖縄県公害衛生研究所および第11

部の協力を得て､那覇港において海底土15試料を採取し､また10月12←

び久茂地川で採取された海産生物(テルピア､ポラ､カニ､オキレジミ)を入

の採取地点は前年度と同じである(図1)｡

3.分析方法

採取した試料は､それぞれ前処理操作を行ったのち､ゲルマニクム半導体検出

60co､65pln､137cs､144ceのr線分光分析を行い､さらに海底土について

射化学分析を行った｡

4.結 果

海底土および海産生物のr線分光分析の結果および60coの放射化学分析の結

に示す0海底土のr線分光分析の結果は137cs以外ほ検出されず､昨年度と比転

濃度が低下している他､特に差異は認められなかった｡

60
避



表-1海底土の核種分析結果

(pCi/kg

分析方法 r 線 分 光 分 析

1測点

2測点

3測点

4測点

5測点

6測点

7測点

8測点

9測点

10測点

11測点

12測点

13測点

14測点

15測点

米 米

米 米

米 米

米 米

米 米

米 米

米 米

米 米

米 米

米 米

米 米

米 米

米 米

米 米

米 米

米 米

米 米

米 米

米 米

米 米

米 米

米 米

米 米

米 米

米 米

米 米

米 米

米 米

米 米

米 米

米 米

60士14

84士18

130±19

130士20

100士17

110±17

100士18

64士15

150士16

110士16

130士17

120士19

83±17

130±18

米 米

米 米

米 米

米 米

米 米

米 米

米 米

米 米

米 米

米 米

米 米

米 米

米 米

米 米

米 米

表-2 海産生物の核種分析結果

(pCi/kg生)

00co 65スn 137cs 規Ce

テルピア 米米 米米 米米 米米

ポ ラ 米米 米米 米米 米米

カ ニ 米米 米米 米米 米米

オキシ1ノミ 米･米 米米 米米 米米

備考

分析結果の表示はその結果がおのおのの分析目標値以上のもの､および放射能測定におい

その計数誤差の3倍を超えるものについて有効数字2椅でまとめて数記した｡それ以下のも
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放射性廃棄物処分候補海域の中･深層の潮流に関する調査研究

筑波大学生物科学系 高野健二

(財)原子力環境整備 清水茂子

センター 倉林美‡

1,緒言

低レベル放射性固休廃棄物の海洋処分候補海域であるB海域においては,海洋環土

査の一環として,昭和53年度から昭和55年度までは理化学研究所により,昭和56年月

らは原子力環境整備センターにより.中･深層の潮流が継続して行われている｡

ここでは,昭和5さ年度に実施した測流調査の概要と,それによって得られた解析毒

の一部を示す｡

2,調査研究の概要

(1)潮流調査

今年度は,春と秋に1回ずつ係留線の設置･回収を行った｡まず,5月8日から

日までの12日間.共同利用研究の一環として運航された.東京大学の白鳳丸のK】

83-1次航海の後半において,前年度7月に設置した3本の係留線を回収し,新J

5本の係留線を設置した｡続いて.10月22日から29日までの8日間,東海大!

望星丸二世により,本年度5月に設置した5本の係留線を回収し.新たに2本の係乍

を設置した｡それらの詳細を表1から表3に,係留点の位置を図1に示す｡係留方i

いずれも中層係留である｡使用した流速計はアーンデラ流速計である｡

(2)観測結果

この調査研究の目的の1つは,低周波流速変動の実休を明らかにすることにある(

得られた流速記録(1時間おきに流向,流速,水温の値が記録されている)から,

平均値を求めることによって,潮流や慣性振動流などの短周期の流速変動を除去しメ

結果を図2(白鳳丸で回収したもの)と図3(望星丸二世で回収したもの)に示す｡

(3)中規模渦の統計量

図2および図3に示した,日平均流速の時間変化は,100日前後の周期をもつ,

わゆる中規模渦の存在をはっきり示している｡日平均流速の統計量を表4に示す｡!

的に,平均流の運動エネルギーよりも,低周波流速変動(中規模渦)の運動エネルニ

の方が,はば1桁程度大きい｡またそれらの値は,測点によって少しずつ異なるれ

じ測点の上下に20m(RA35.RJ35,RL35)あるいは1000m(l

り 亡 ヽ 亀鑑.h ■_｣ヒー7SIJ IユIエア堂IIヽ



(4)平均流

各測流期間全体についての平均流速は.R･Ⅰ27を除くとどこでもいっでも二

程度かそれ以下であるが,RI27だけが際立って大きい値になっている｡剃よ

深さ5000mにおける,今回も含めて過去3回の流速記録から求めた平均流表

示す｡左の3つは各軸定期間についての平均流速であり.右端はそれらの全期持

わち990日間の平均流速である｡流れの向きや大きさに若干の変化はあるも〃

の測点の深さ5000mには,他の場所と違って,速いはぼ北向きの流れがい｢

しているらしい｡

(5)中規模渦の力学

これまでの研究により,この海域の深層の,空間スケールが100Km程度♂

流速変動に関しては,線型非発散に近い渦度の釣合が成り立っているらしいこ∠

れている｡今年度の5月から10月にかけての,5地点での測流は,空間スウ

50Ⅹm程度の流速変動に関する,この渦度の釣合いを調べるために行ったも¢

その解析結果を図5に示す｡測点RJ35の周囲の4点での20日平均の流速佃

めた,相対渦度の値は,評価誤差よりも大きい｡その時問変化は､測点RJで¢

から求めた,惑星渦度の移流によって,はぼ説明される(すなわち線型非発散¢

釣合が成立している)部分もあるが,そうでない部分もある(特に205日かぢ

日の部分)｡相対渦度水平移流が.この不釣合を説明しそうであるが,このデー

ツトでは,精度が悪くて結論的なことは言えない｡

3,結語

この海域の深層では,中規模渦が卓越している｡それについての統計的に意切

結果を得るためには,長期間の観測資料が必要であり,今後も乱流を継続しなり

らない｡また渦の力学を明らかにするためには,相対渦度の水平移流を精度良く

ことができる様な,多数点での同時測流が必要である｡これらによって得られた

もとにして,数値モデルの改良がなされるであろう｡

今回もー部の地点で観測された,比較的定常な流れは,中規模渦に伴う流れよ

るかに効果的に物質を一定方向に運ぷ可能性がある｡



友1.白鳳丸により回収した係留漬

戯言名 位 匠 水深 測器の深さ設置年月日直収羊月6 真相

RB2730｡02.1′N147｡09･0′E6250m呈3喜3芸憫･7･18闇路5･15
301

R工27 30002.gN146007.9′E 6100m 5000mJ?gZ.7.19円卓ヲ.5.13 298

RJ27 30002.1′N146Q54.0′E 6260m 5000m理数7201q埠.5.14 298

(E)

泉2.白鳳丸により設置㌧望呈丸二世忙より回収した焦雪濠

測点名 位 置 水深 測器の深さ設置草月日 直収享月日 芸笥

払3530■01ユ′N14鍔9･4′E6170m芸3望3ニー?富ま5･14朋3･10･25164
RB35 30⊃00.ぎN147⊃09.1′E 6190m 葺呂2§≡J?富ま5.151q83.10.25163

RJ3530〇02.αN146G5月′E6200m芸323芸I?さ3､5･141q83･10･25164
RK35

30｡14･6′Nl鵡ヰ･0′E6150m呈3望8崇J?g3･5･15聞･10･24162

RL3529｡48.川14634･αE6090m呈323ニ憫ミ5･14月gヲ･10･27166

泉3 望星丸二世により設置した係留諺

軋貴名 位 正 水深 測器の戻さ 設定年月日

RB3A30Go2加147009･1′E6250m…32呂:円隠10･25
RM3A 29e57･ゴN147009･1′E6210m 5000m憫3.10.27

表や.日干均流這の宏計量

(巳)

割･貴名
守.｡デ 守日宇(m}s)(｡mン!)(｡m㌍I)(霊㍉(｡荒り(｡ふミ,)くよ巧

R B 2 7 SOOO 299 0.9 l.O l.O 15.3 9.3 1三.3 1.2

tl12 7 SOOO 296 -0･7 2･9 4･4 4.1 5.8 4.9
-2.3
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原子力発電所等周辺海域の漁場における海洋放射能錦査

㈲海洋生物環境研究所

敦貸花人､西国敏則

･富澤
利､山田耕司

御国生淳､橋本丈夫

1.詳 言

本鞘査は､原子力発電所等周辺の海域における主要な漁場の放射能珊

実施し､その海域における放射能レベル及び放射性物質の蓄積傾向を把

るとともに､関連資料を用いて海洋環境放射能の捻合的評価に資するこ

目的とする｡

昭和58年度は､本舗査の初年度であり､網査期間は､昭和59年1

ら3月であったため､海洋環境試料の採取のみを実施した｡

2.珊査研究の概要

(1)海洋環境拭料

海域の放射能レベルを把握するための海洋項境試料は､その海域に

て漁獲される主要魚種､海産生物の生活を支えている主な母体として二

及び珊査海域に放射性物質が蓄積する傾向を調べる試料として海底土

種とした｡

(2)礪査海域及び測点

昭和58年度は､福島､福井及び静岡の3海域を選び､水深100m前

に調査海域を設定した｡海水と海底土を採取する珊点はその海域の海J

形､底質､及び海水の流動状況等を考慮して､海域ごとに4点づつ配う

た｡海域における4測点の位置の一例を図1に示す｡

(3)海水試料と海底土試料の採取法

r 二宴ILl



(4)海産生物拭料の採取

礪査海域において漁獲される海産生物のうちから漁獲量や定着性等

度して､主要な3魚種を選定し､2月から3月にかけて購入した｡

3.鋼査結果

(1)海水拭料及び海底土試料

採取時における海水試料と海底土試料の性状の概要は表1のとおり

(2)海産生物拭料

各海域ごとに3魚種づつ購入した試料の漁場等は表2のとおりであ

4.結語

採取等した試料の放射性核種分析は昭和59年虔に実施する予定であ





表1 試料採取時の調査海域における海水及び海底土の性状

福 島 福 井 静 観

礪査年月日 59.3.6～3.9 59.3.23～25 59.3.12～13

採水層(m)* 0,100 0,100 0,45～65

水温(℃)* 4.3～6.0 8.2～8.9 12.0～12.7

塩分(‰)* 33.21～33.76 33.80～34.46 34.55～34.7

水 深(m)* 117～137 113～120 58～83

苑 温(℃)* 6.1～6.6 8.6～9.0 12.2～12.6

外 観 和砂混じり

シルト
シルト～砂混じ
りシルト～シル

ト混じり砂

,
′
-
∫
し

シ混りトじ
ル
砂

混
シ
～

砂
～
砂

*海域ごとの4測点における各項目の珊定値の範囲を示す｡

表2 海産生物試料

海 域 海産生物名 採取年月日 採取位置

福 島

すけとうだら 59.2.23 福島久之浜沖
み ず だ こ 〝 〝

あ か が れ い 〝

3.8 〝綽戸沖

福 井

あ か が れ い 59.3.9 N 35● 52′
は た は た 〝

)付近
に ぎ す 〝

E135● 49′

静 岡
したびらめ 59.3.23 N 34● 34′
いしがれい 〝.3.27 )付近
む つ

〝.3.29 E135●18'
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Ⅱ食品および人に関する調査研

(被ばく評価に係るものを含む)



人骨中の9りSrについて

放射線医学総合研究所

白石久二雄･河村日佐男･田中義一郎

1.緒言

人骨中の90Srは､環境に放出きれた放射性核種からの体内被曝線量推定上の蒋標核種

要であるとともに､超ウラン元素の環境から人体への移行横作の解明のための参照核種一

要性を持っている｡ 日本における人骨中の90Sr濃度の分析測定は昭和37年より継親

い､その年合評別濃度水準の年次変化､年令別差異などに加えて､比放射能の観点より1

定Srについても唖時報告してきた｡今回は､前回に引き続き得られた昭和58年度の毒

報告する｡

2.調査研究の概要

(試料の収集および放射能分析)骨試料は､主として東京地区および北海道地区におい･

閑の協力のもとに､脊椎骨を中心に可能な限り長骨.肋骨.骨盤骨なども含め,多骨種サ

ブの方針に従って収集している｡前回報告後に､昭和57年および昭和58年の死亡例モ

ー部昭和56年の死亡例の分析を実施した｡

90Sr♂)放射化学分析は､骨試料のCa含有率が高いため､発煙硝酸法を用い､クロム貞

沈澱による精製後､最終的にシュウ酸イットリウム沈澱法によるミルキングを行ない901

を測定した｡測定には､ICN-Tracerlab社製OMNI/GUARD型低/<ツクダラ:

タカウンタを使用した｡

(安定SrおよぴCaの分析)陰イオン交換樹脂カラムにより除リン酸後､Srは原子吸光

より､Caはキレート滴定法により定量した｡オートサンプリングシステムによる原子吸

置(Perkin-Elmer 5000型)を用いることにより､安定Srの分析における精度能⊇

はかった｡Yの回収率は酸化イットリウム法に替えて､原子吸光分析による直凍定量を†

る｡

(分析測定の結果と考葉)今析測定の終了した試料の一部につき90Sr濃度をTableli二

年令群別平均濃度ならゾにその年次変化については､解析中である｡UNSCEAR(1

P-5を標準日本人に適用して､骨中の90Srからの成人の骨髄及び骨梁をとりまく細胞に

収線量を推定した｡昭和58年において､それぞれ平均8･りGy,1叫Gyであった｡

3.結語

骨中90Sr濃度水準の調査研究を進めることは国民線量(集団線量)の推定の観点から垂

ばかりでなく､Pu等起ウラン元素の骨組織への蓄積傾向との比較解析を可能にするので



Tablel.90srconcentrationinHunanBone

Age District Month of Sex Nunber of NaAe Of80ne pCi90sr/gCa
(y) Death Sa叩1e
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Ⅳ分析法､測定法等に関する研



環境放射線解析に関する基礎的研究

理化学研究所

★岡野真治 出婁光一 加藤

熊谷秀和 桜井敏雄

1. 緒 言

環境放射線は大別すると環境に存在する放射性物質に起因するγ線､宇宙線

分である荷電粒子ならびに中性子に分けられ､これを分別して測定を行ってい

すでにγ線は球型NaI(Tl)シンチレーションスベタトロメータ､ならびにデノ

ウム半導体検出器によりエネルギースペクトルの測定､目的に応じ､核種情報

線量評価が行なわれ､原因別の解析が可能となった｡内容は本給文抄録集昭和

～51年度(弟16～19固)に轄介してある○またいくつかの実例は昭和53ヰ

21回)に示されている｡またスペクトル測定では､高エネルギー領域(3MeV∃

10MeV以上)のスペクトルから宇宙線の線量評価に必要な内容が得られる｡(文1

10MeV以上の計数寧値は電離箱との比較で電離イオン強度と良い相関が得らナ

2)すでにスペクトルの測定に必要なスベタトロノータは可搬式のスペクトルレ

タが開発され市販されている｡(文3)

さらにγ線スベタトロノータの利用は一般環境ばかりか水中､海底に含まれ

龍の直接測定を行う装置が開発きれており､現場における測定が実施された｡

現在､研究の主力は､一般生活環境のγ線､宇宙線に関する内容の他､環境

の測定､中性子の環境におけるふるまいの究明､これらの目的に必要な測定掛

関連基礎研究である｡このため測定系としては計数管(3He 封入)や液体シン

タを用いたスベタトロメータを開発しており､γ線や宇宙線の測定と同様野外

に利用できる可搬化の開発がすすめられている｡

呈上_牒雲

(1)(1) 環境中性子の測定

計数管による環境中佳子の測定は3He計数管､IOBF3計数管が広く利用きわ

り､特に検出体とモデレータの組合せによる測定は或る程度のエネルギー情報

れることから標準的な手法となっているQ主に使用している 3He封入計数管ほ

F3に比して熱中性子の断面積が大(約50%増)で､さらに加圧封入ができ､同

法のものにおいて10倍程度高い検出効率がえられる｡さらに1MeV程度のヰ

エネルギースペクトルの測定が可能である｡しかし連中佳子測定に際しては3H∈

甫壬書～+1.ゼ_､ノ壬∈!Rト L∫丘..､■,JL′□L t一
__
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併用し､環境中佳子の測定を行っている｡

液体シンチレータ(NE 213)を用いた n､γ分･離方式のスベタト ロノータ

分布と披形の立上りを二次元に収録するスベタト ロメータのポータブルイヒゴ

きらに波形弁別回路の可搬化の検討を行った｡

(_2) スベタト】ロメータの開発

スーくタト ロメータはすでにγ線スペクトルレコーダとして完成されておI

(TI)シンチレータ､半導体検出器､3He計数管に利用されている｡一方複

ベタト ロメータと複数個の;検出器などから♂)計数情報を同時に記】録する方三

大気球による字首線測定に利用きれており(文6)､これを用いることにより

(複数個の計数管の同時測定)とスペクトル測定の同時測定が可能で､測定ヰ

条件(気圧など)などの同時記録が可能で実用に供されている｡またエネルゴ

トルの実時間測定内容と測定点に関する映像情報を同時収録する方法を関与

コブタによる実測を行なった｡このシステムは一名で運搬可能で電披高度吉

ているヘリコプタに搭載して使用すれば地上を映倭する画面に時刻､放射毒

行高度などが同時に記録することができる｡このシステムは緊急時を含め力

に降し､放射線強度､エネルギースペクトルの他､位置情報を含むため広い分

用が期待きれる｡

(旦)測定実損

すでにこれら測定系によっていくつかの測定が実施された｡

イ.牒測定

宇宙線中性子の測定は測定を行う環境条件､中性子強度の考慮から主とt

測所(東大所属)において行なっている｡測定は主に 3He計数管(9.5気圧､直

長き18in.)を用い､波高スペクトルを測定する一方､ポリエチレンモデレー

(厚さ1.8cm,3.5cm,7em)の組合せを採用した｡この細長い計数管は中性子のフ

健を知る上にも役立つものである｡弟j表は積雪期(3月)､夏期における胡

示したものである｡

これらの;陪乗から得られた内容を要約すると

1.熱中性子の強度は屋外に比して屋内では約2倍程度増加する｡

2.モデレータによる測定で宇宙線中性子エネルギーは 2S2Cfから放出ま

子の平均エネルギーより若干低い｡

3.屋内は屋外に比して平均エネルギーは低い側にシフトする｡

3.雪上(水約 2Ⅲ相当)の値は土壌の値に比して約15% 低い値であった

▲ 島■■■■■占トコhト=亡.ノ■■､tヨ. 】 ′q■†■ワ′l ヽI__ ｣L,.IJ｣｢■ 臓且 ヽl■ j≡L】｣｣▲■_ 1 /▼ t一
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ロ,_Ⅰ岬こよる測定
前年度本抄録で括介したがNaI(TI)球形スベタトロノータを用い､直径

出部17em),長き約1mの耐圧容器(重量約 80 kg)に検出体とスペクトルレ:

入れ､海底土中の放射能測定を行った｡測定は福井県､日本原子力発電KKの協

り､浦底湾で実施し､測定スペクトルから海底中のコバルト60の濃度の算出を亨

計算は地表における半無限平面分布を準用し､福井県より提供された測定点の

試料の放射能濃度と比較した｡直凍測定と採集試料はカリウムの直接測定値が

(約30%)を示した他は､60Coの値､ウラン､トリウム系の数値は誤差内で一致ズ

た｡また0.1pCi/g程度の検出能力のあることが判明した｡このような直凄測元

の必要がなく､広い範囲の放射能分布を迅速に測定することができので今後の

期待される｡したがって目的(深度､検出感度､測定器重量､取扱など)に則したミ

の改良が引きつづきなされている｡

球形シンチレーションスベタトロメータの基礎資料の収集では字首線成分弓

3MeV以上の吸収エネルギースペクトルの解析が行われ､すでに3MeV以上2

以上の計数比 N3/10は昭和55年度抄録(弟23回)に示きれているが､きらに宇召

をきめている 3MeV以上の計数値に関しては積雪(水当量2
m)海水による吸井

を行った｡弟j図はその測定例である｡これは宇宙線の吸収に関する内容を知j

役立つ｡

さらに今回､球型シンチレーションスベタトロノータによる測定と他の測定

較を行った｡測定器としてはTLD､市販のシンチレーションサーベメータの

の異なる各種シンチレータ(Plastic,BGOなど)である｡TLDとの比較は静岡瑛

により､TLD設置50数ポイントについてスペクトル測定を行い､線量寧毒

較を行った｡比較測定の結果良い一致(0.993±0.043(J=4%))が得られた｡胡

おけるウラン､トリウム系の線量寄与はカリウム1.00に対してそれぞれ0.35,0

った｡また平均線量寧は4.7〟R/hであった｡

市販のサーベメータ(1in.≠×1in.NaI(Tl)使用)との比較は屋外､屋内

て同一場所で行なった｡サーベメータによる値は宇首線寄与分が含まれており､

考慮(～0.3〝R/h相当)すると屋外で30～50%､屋内では20%程度大きい値(宇盲

く)となる｡

中性子存在の場においてNaI(Tl)シンナレータを使用すると通常熱中性了

よう素の放射化が起り､熱中佳子1n/(eⅢ2･See)(約ユ万m上空の字音線中性子弱

場(1時間)におかれると､直後灼0.2〟R/h相当の数値の増加がみられる｡BGOシ

ータにはこの傾向は少い｡



大きい例が計立っている｡カリウムの線量寄与1.0に村し塵外の1以下に村】

所によって3-5倍の値があり注目きれる｡

阜,+語

すでに開発きれたスベタトロノータによる環境放射線測定手法を､より上

適用する研究開発を行った｡すなわち､中性子測定器の可搬化が進められ､享

子成分を含め環境における中性子測定も行った｡中性子の環境における行ヨ

はいまだに未知な点が多く､今後とも地表附近の強度､水分､構築物の影篭

決の問題に取り組む必要がある｡また海中､海底土の放射能の直接測定がス

ータにより行われ､その応用が期待きれる｡

NaI(TI)などのシンチレータ､ブルマニウム半導体検出器を用いたス′

-タは今後とも環境放射線測定の強力な測定手段で､その利用､測定に役立

が整備された｡環境放射線に用いられている他の測定器とスベタトロノーニ

較が行なわれ測定精度の向上に役立っている｡スベタトロノータによる亜ほ

の映像にとり入れる試みが行われ実施された｡

(文1)OK^NO,M.et al:N&turalRadi&tion EnvironmentIII,SyTBPOSiu檜Series

51(CONF-780422),896(1980)

(文2)岡野真治:理研シンポジウム講演集"オゾン層の物理･化学一,P.14(1983年3

(文3)熊谷秀和,岡野真治:理研報告,璽,1(1982);アロカ株式全社川odelJSM-10

(文4)岡野真治:弟14固｢原子力施設と沿岸海洋シンポジウム｣昭和58年11月17日

(文5)熊谷秀和他:昭和51年度大気球シンポジウム報告(字音科学研究所う,13(19

(文6)岡野真治他:昭和57年度大気球シンポジウム報告(宇宙科学研究所),114(1
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環境試料中の放射性核種等に関する

W■HOのIRC との相互比較分析

(財) 日本分フ

0 *浜 口

1.緒 呂

日本分析センターでは､分析の信頼性を確保するため､1974年以来､各章

析に積極的に参加しており､とくにWHOのIRCによる国際的相互比較分析腔

は1984年10月までに23回となった｡第23回の本発表会(昭和55年慶)

RCとの相互比較分析結果をとりまとめて報告する｡

2.調査の概要

1981年2月の牛乳試料(GO41)から､1984年2月の河庭土試料(

での9つの環境試料中の放射性核種等について､当センター(JCAC)とIR

較分析結果を表･1～9に示した｡なお､表中には参考までに､世界各国から参加

理されたデータ数(n)､データの全平均値(言)及びその標準偏差(α｡_1)

表1牛乳試料(G O41,Feb.1981)の相互比較分析結果

分析機関

90sr

(pCi/J)

1糾Cs

(pCi/J)

187cs

(pCi/J)

J C A C

I R C

6.8±1.0

6.0士0.4

29士2.0

36士4

290士30

280±10

1.21士0.06

1.25士0.03

データ数

全平均値

標準偏差



表2 飲料水試料(G336,June1981)の相互比較分析結果

1川Ru+108

分析機関
(Bq/り (pCi/り (Bq/J) (pCi/り (Bq/り

J C A C

IR C

210±10

210士9

5570士280

5670士230

0.29土0.04

0273I言霊岩5

7.8 士1.0

7朋‡3:雲≡

1.2 ±0.1

4.06士0.57

データ数

全平均値

標準偏差

備考:試料はフランス核研究センター近隣の井戸から採取,炉過したもの｡

表3 土壌試料(G477,Oct.1981)の相互比較分析結果

分析機関

錮Sr 1?7Cs ▲OK

(Bq/kg乾土) (Bq/kg乾土) (Bq//kg乾土)

JCAC 5.6±0.6 13.5土1.9 1040士50

IRC 5.4士0.6 12.9士1.3 1050士100

データ数 11 16 12

全平均値 6.3 14.2 1080

標準偏差 1.6 2.2 150

備考:試料はフランス北東部のVbsgos山で採取した表層土｡

ふるい別け後,1200Cで乾燥,混合均一化｡

表4 日常食試料(G660,Feb.1982)の相互比較分析結果

分析機関
80Sr

(Bq/kg乾)

1㍍cs

(Bq/kg乾)

228Ra

(Bq/kg乾)

K

(g/kg乾)

J C A C

IR C

0.43土0.07

0.41±0.03

0.45±0.06

0.55±0.05

N.p.

0.11士0.03

2.15士0.07

2.09土0.05

7.3士0.3

6.3士0.2



表5 牧草試料(G730,June1982)の相互比較分析結果

分析機関

TBe

(Bγ/kg乾)

帥Sr

(Bq/kg乾)

1き7cs

(Bq/kg乾)

J C A C

IR C

100士15

110士10

2.2±0.3

2.3士0.2

1.4土0.2

1.5士0.2

10.0士0.4

10.3士0.3

データ数

全平均値

標準偏差

備考:試料はSCPRIネットワークのステーションで採取,600Cで乾県,粉砕,混

表6 鉱泉水試料(G972及び G973,I)ec.1982)の相互比較分析結果

0972

分析機関

2.2 ±0.2

2.32士0.33

0.048士0.006

0.052士0.015

1.1 ±0.1

1.06士0.13

数

値

差

ク

均

偏
一
平

準

デ

全

標

9

7

4

6

2

4

1

1

1

5

2

0 5

6

2

0

カ

5

L

O

備考:試料はウラン,ラジウムによる放射能が比較的高いところで知名なフランスの≦

表7 牛乳試料(HO71,ダeb.1983)の相互比較分析結果

分析機関

00sr

(Bq/J)

1aTcs

(Bq/J)

Ca

(g/J)

J C A C

IR C

0.85士0.07

0.81±0.04

6.3 土0.4

6.57士0.33

1.15士0.06

1,19士0.02



表8 海水魚試料(H264.June1983)の相互比較分析結果

分析機関

00sr

(Bq/kg乾)

18▲cs

(軸/kg乾)

187cs

(軸/kg乾)

安定Sr

(g/kg乾)

4.6 士0.7

4.55士0.23

17 士2

18.2±1.2

160士16

155士 9

0.33士0.02

0.34士0.03

数

値

差

ク

均

偏

一
平

準

デ

全

標

9

6

3

5

6

4

0

1

5

1

5

6

2

-1

1

8

8

7

1

5

1

1

7

2

2

3

0

1

0

0

1

備考:試料はLabrus berggylta,1983年5月購入｡頭など除去後,800C乾県,粉砕,

表9 河底土試料(H519,ダeh_1984)の相互比較分析結果
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9
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ウ一

1

2
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5

備考:試料は120℃乾燥,粉砕,混合｡

3.結 語

当センターの分析結果は､放射性核種及び安定元素ともIRCの値とよく一致し､

るものであった｡

環境試料の放射能分析借の信頼性を確認し､今後ともその維持に努力していくも(

(文 献)
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るコバルトー`βの臥穣レベル及び嘘来ヌ
ルも表1ド示す.

表1 各分析法の目標レベルの比較

本分析法 従来法(1)
ゲルマニウム

半導体牧山器を

る機器分析法

分析目標レベル 0･1pCi/`l 2pCi/β

分析焼損塁 10`

0･3pCi/`
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Ⅴ 都道府県の放射能調査



北海道に おけ る放射能調査

北海道立衛生研究所

福田一義 安藤芳明 輿井

1. 緒言

前年にひき続き､ 科学技術庁委託による昭和58年度分

における放射能調査の概要を報告する｡

2. 調′査 の 概要

(1) 調査対象

降下物･雨水･上水･供水･海水･海底土･土壌.

ついては全ベー タ放射能を測定し た｡ 牛乳に つ いては

131(131Ⅰ)と､食品の一部を加えてストロンチウムー 90

セシウムー137(137cs)の核種分析を実施した｡また､モ

び及トスポグ シ ン チ レ
ー

シ ョ ンサー ベ イ メ
ー

タ を用 い

つな行を定
法

測
方

の
定

率
測

量
)2(

は能射放タ
り

べ全

r

ヽ

S
O

)9版

ヽ

訂
)

改

版

年

訂

51

改

和

年

昭

52

)版訂改年94和昭(

た｡
学
は

科31

1
一

べ全卜編庁衝技

ヨ性射放卜編庁同

射

編

政

庁

｢

同

編

は

庁

CS

同13は

ヽ

(昭和51年改訂版)に それぞれ準拠

トス性

測

法

ム

能

析

り

射

分

チ

放

素

ン

タ

ウ

ロ

ムウシセ性射放卜

し

｡空間線量率は
シ ン チ レ

ー

シ ョ ンサ ー

て

よ

つ

に

も

タ

を
一

法

メ

方

イ

た

ベ

モニ タリ ングポストによる連続測定とに拠っ た｡

(3) 測定装置

CM計数器:ア ロ カTⅨニー103(CM-2503A,GM-HLB-2501,GM-5004

ア ロ カ TDC-1(CM-HLB-2501)

波 高分析器:コ ロ ナ製505

低バ ック グラ ウ ンド放射能自動測定装置:ア ロ カLBC-4

原子吸光分光光度て計:日 立180-50

シ ン チ レ
ー

シ ョ ン サ
ー ベ イ メ

ー

タ:ア ロ カTCS-121C

モ ニ タリ ン グポ スト:富士通製PS-532

(4)測定結果

イ･ 雨水 中 の全ベー タ 放射能

札幌市にお け る 雨水(定時採取毎及び大型水盤に

月毎 )中の全ベータ放射能測定結果を表1に示す｡

ロ. 各種試料中の全ベー タ放射能

づこ 語 手ま 婆ミ【_ dコ ′丁ヽ ∠ゝ ノ､ヾ _ 上7 一触 白ヰ 仝h 凋【l亡±, ¢■_ 洋一
.- .-†､



と 河

▼~
-r~

●

箇2の町更書郡東 所 よ り 採 取 し た12試料 に つ い

と ん ど 検 出 限界以下 の 値を示 し た｡ ち な み に､最高

1.8

食
食

)

Sr

Sr

市
9
0
9
0

幌

の
の

札
中
中

(

品
品

5.2 (音 更町) pCi/1で あ っ た｡

ぴ
び

及
及

137cs

137csの核種分析結果を表3に示

わ せ て Ca及 び E 含量を 測定 し た｡

ホ. 空間 線 量率

札幌 市 に お け る モ ニ タリ ン グ ポ ス ト 及 び シ ン チ レ

ン サ
ー ベ イ メ ー タ に よ る 空間 貞操量率 の 測定 結 果を 図

す｡ 前者は連続測定に よる月別の平均値及び最大値

値､ 後者 は 月 に 一度了則定 に よ る 月 別 の 値を も っ て 裏

表1 雨水中の全ベータ放射能

年 月

※※

最 高 値 最低 値 平 均 値

pCi/皿1

45
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7

8

9
0
1
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1

2
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1

1

1
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7
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●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
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0
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0

0
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0

0
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●

●
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0
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0

0
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0
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※ 大型水盤による1箇月毎 ※※ 6時間更正値

表 2 各種試料中の全ベータ放射能

試料 名 採 取 地 最 高 値 最 低値 平

上水(涙水)

上水(蛇口水)
淡水

海水

海底土

土壌0･-5 c皿

〃 5一-20c皿

牛乳(生産地)
〃 (消費地)

ほうれん葺

弄し幌市

稚:内市

石狩郡石狩町

古宇郡泊村
〃

札幌市
〃

ク

〃

石狩郡石狩町

4.0 2.0

2.2 1.8

1.31 1.13

1.22 1.10



表 3 食品中の核種分析

試料名 採取 地

90sr

pCi/kg pCi^-Ca

137cs

pCi/kg pCi

町

町
町
町

町

町

町

村

狩
〃

高
寄
文
尻

原
沼
泊

石

日

足
礼

利

砂

長

●

●

●

O

1

0

6

2

4

4

69

0.72

0.70

0.72

0.72

0.72

2.13

5

6

●

●

0

6

1

2

52.7

60.4

3.7 3.8

2.7 2.5

3.3 3.8

18.5 20.3

8.2 8.1

2.3 2.3

1.5 0.95

9

6

7

3

●

●

0

0

3.2

6.8

34.5

5.3

27.6

1.2

2.1

●

●

●

●

●

●

●

●

●

0

0

2

.4

2

3

0

0

0

2

2

4 5 6 7 8

I83
9 10 11 12 1 2 3

†84

図 1 空間繚量率の月別推移

(1トくトモニタリングポスト(cps),-X-X-サーベイメータ(pR/hr)



青森県 に お け る 放射能調査

青森県公害調査事務所

珍 田 雅 隆 三上一

緒 言

1983年4月 か ら1984年3月 ま で に科学技術庁の委託に よ り 実

放射能調査 の概要を 報告す る｡

調査研究 の 概要

1) 調査対象

雨水､上水､食品類､海水､海底土､土壌､空間線量率

2) 測定方法

試料の調整お よ び測定は､科学技術庁編｢全ベ
ー タ 放射

法(昭和51年改訂)｣､｢放射性ヨ ウ 繋分析法(1974)
､
シ

｢NaI(Tl)シ ン チ レ
ー

ヨ ン ス ペ ク ト ロ メ
ー

タ 機器 分析

和4.9年)｣､｢放射性セシ ウ ム分析法(防和51年改訂)

｢放射性スト ロ ンチ ウ ム分析法(昭和58年)｣に従 っ た

3) 測定装置

NaI(Tl)シ ン チ'レ ー

シ ョ ン サ ーベ メ
ー

タ

ア ロ カ 製 TCS
-121型

憤高分析器 NAIC E シリ ー ズシ ス テ ム

モ ニ タリ ン グ ポ ス ト ア ロ カ 迫川AR
-

R42 型

低バ ッ ク グ ラ ンド 放射能 自動測定装置

ア ロ カ 製 LI〕C- 452 型

l

一
一

表を集結定測の氷雨るよに取

果

採

結

時

査
定

調

)

)

ィ

4

○す示に2
‥

表を果措定測の率量線間空)ロ

ヽ水上)ヽ-ノ 食品 類､ 海 水 測の壌土ヽ土底海ヽ

に 示 す｡

定結果を表

ニ)牛乳中の15tIの測定結果を表-4 に示す｡

ホ)食品中の
90sr ぉよぴ1日cs の測定結果を表-5 に示

桔 言

本年度､新たにむ つ市関根浜地区の試料が追加さ れたが､



表-1 雨水の全ベータ放射能(青森市)

年 月
測 定 隆二水量 屈高値 最低値 平均値 降下量

回 数 祈れ pCi/ゼ pCi/.g pCi/g mCi/たJ

58･4 7 30｡8 56｡2 10｡3 28･3 0･62

5 7 90｡9 24･8 8｡6 16･2 1･09

6 14 107･7 42｡0 2｡4 16･4 1･29

7 10 85･4 21･5 0･1 12･3 0｡91

8 11 119･6 34｡6 0 10･8 0｡80

9 11 55･9 23･8 0 11｡6 0｡47

10 11 76｡2 55｡9 8･7 29･2 1｡51

皿 13 113｡5 37･2 2･0 19･4 2｡27

12 17 105･7 169｡3 3｡4 38･3 3｡23

59･1 16 43｡1 157｡2 16｡1 44･6 1｡47

2 15 48｡6 162･7 11･8 51･9 2･64

3 13 32｡0 144｡2 9･1 48･2 1｡02

表 - 2 率重縁闇空 (青森市)

モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト サ ー ベ イ メ ー

年 月
月 間 (CPS) 日 間(CPS)

最 高 最 低 平 均 最 高 最 低

11･0

13｡0

11･0

14｡0

12｡5

13｡0

13｡0

21･0

22･5

16･5

13･5

10･0

4｡19

5･17

6｡16

7｡7

8｡4

9｡12

10･17

11･16

12･9

1･10

2｡14

3｡9



表-3 各種言式料 中の全ベー タ 放射能

試料 名
採 取 採 取 放 射青巨氾度

地 点 年 月 日 (含K)

上 水 青森 市 58･6･16 4･07pCi/ゼ

〃 〃 58･12･9 11･12 〃

日 常 食 ク 58･6･23 0･85pCi/タ 生

〃 〃 58･12･13 1｡09 〃

牛 乳 ク 58･9･26 1333･82pCi/g

ク ク 59･ 2･14 1183･82 〃

大 根 三 戸 田丁 58･11･15 1･74pCi/タ 生三

キ ャ ベ ツ ク ク 2｡01 〃

ホーレ ン螢 む つ 市 58･8･9 4･62 〃

ジ ャガイモ
〃 58･7･11 2･15 〃

米 弘 前 市 59･1･17 0･79 〃

ホ タ テ む つ 市 58･11･8 2｡74 〃

カ レ イ 〃 〃 3･00 〃

ムラサキイガイ 〃 58･ 7･11 2･46 〃

ホンダワ ラ ク 58･5･12 4･83 〃

〃 深 浦 町 58･6･30 5･25 〃

海 水 む つ 市 58･8･9 0･53pCi/ゼ

〃 〃 58･7･11 0･56 〃

海 底 土 〃 58･8･9 16･26pCi/g 乾

〃 〃 58･ 7･11 3･75 〃

309･01皿Ci/た爪王

土 壌

0･-5c爪

青森市

むつ市

58･7･7

58･8･9

5一-20c爪

土 壌

0･-5c

1066･44〃

638･56ク

5一-20c爪 1900･53 〃

蓑-4 年乳中のⅧⅠ

(青 森市)

衰-5 食品中の90sr,1汀



秋田県における放射能粛査

秋田県衛生科学研究所

勝又貞一 武藤倫子 横手永;

1.緒 言

昭和58年度(58･4～59｡5)に実施した放射能測定粛査の概要を述

2.調査の概要

(1)訝査対象

雨水,上水,淡水,土壌,農畜産物,魚介類,空間繚量

(2)測定方法

試料の調整および測定は,科学技術庁病｢放射能粛査委託計画書(l

度)｣,｢全ベータ放射能測定法(昭和51年)｣,｢放射性ストロこ

析法(昭和52年)｣,｢NaI(T史)シンチレーションスペクトロ

分析法(昭和49年)｣等に準じた.

(5)灘定装置

低バックグラウンド自動測定装置:AlOEAIBC-451,波

日立 505型, シンチレーションサーベイメータ‥AlOEA T】)

モニタリングポスト:富士通 PS-552

(4)測定結果

イ･定時採水による雨水の全ベータ放射能を表1,各種試料中の針

能を表2に示す･今回も前年と同じくスプリングピークは出現し7

12月前後に高めの値が観潮され,月間降下量も10月以降の後半ス

して多くをっている･しかし年間の総降下量は1平方キロメートル

m()iで過去5年間の最低を記録した･また,各種試料は前年度とほ

あった.

ロ･各種試料中の90sr,13ワcs を表5に示す.

ハ･牛乳(原乳)中か31Ⅰを表4に示す･すべて検出限界以下であつ

･モニタリングポスト並びにシンチレーションサーベイメータによ
を図1に示す.

5.結 語

測定した各試料とも異常値は観測されず,前年同様低いレベルであっtた.



表1雨水全β放射能の月別経過

年 月 測定回数 最高値 最低値
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表2 各種試料中の全β放射能

試料名 採取地 採取年月日 放射能強度

牛乳(原乳)

〝

昭58. 8.29 1.20±0.0

キャベツ

ダイ コン

精 米

コ イ

ハ タノ､タ

58.10.51

58.10.51

58.11.21

58. 7.14

1.占4±0.

1.51±0.

0.占0±0.

′0

4

2

0

∩〕

nU

2.00±0.09

2.25±0.0占

〃

〃

〃

〃

〝

58. 占.21

58.1

0.72±0.

淡 水 58.10.20 0.59±1.5d pCi

上 水

(蛇口水)

58.10.20

58.12.15

0 〝

98.0±5.dd 〝

土壌(0～5) 58. 占.50

58. 占.50
228･±=･5mC挺
1490. ±114.〝



表5 各種試料の核種分析結果

試料名
･採取地

採取年月日
測 定 結 果

牛乳(原乳)

〝

S.5a 829

59.1.27

5･5±0･59pC訝

5.d±0.dO
〝

5.7

2.5

キャベツ

タ●イ コ ン

米(精米)

コ イ

ハタハタ

58.10.51

〝11.21

〝 7.14

15｡±1･1p冤
17. ±1.1 〝

0.49±0.2d 〝

50. ±1.4 〝

0.55

0.8d

5.2

59.

日 常 食(占用

〝 (11

〝 占.21

〝 11.10
11･±1･5‡8‰
4.4 ±0.d5〝

土壌(0～5)
〝 (5～20)

〝 占.50
〝 〝

12. ±0.45

54. ±1.5

表4 牛乳(原乳)中の通電(秋田市)

当芸霊⊥㍊2df5㌔芸2空避空謹聖霊

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト

モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト

サ ー ベ イ メ ー タ

4 5 d 7 8 9 10 11 12 1 2

S.58 S.59



山郎展にお･ける放射能紳杢

山方≠泉腐生j研え所
詮粂杏き末,j恵且:

1 崩菖

王将知詔与4月∂､ら59ヰ5月まて●●の期何に東経Lたカキ学強j
奉託による山形鹿における∂又肘絶甜査ニ∫｡ついて叙与する.

之 卓周直の瀬路

(l)書簡叡吋象
ぬ九ちり.上水‥⊥鹿.8常食∴農畜産物Åげ遠慮_魚貝j

β放射能ならぴ-･ニケーベイメ ータ.負∴け●モ=タリ ンデホ●スト一

旦㈲線量とう則足した.

(ヱ)頚りえ方き云
一試料腺取,ボ怨j里,全β炭射絶息び･む割線阜の5糾えtよ.j

府庁屋島｢全β放射能身Iえブ去(紹∫JヰA政吉丁)｣も､よぴ8g如上

放射能春先計虐J昔によ,た.

(3)j糾え泉j邑

一各線試料の全β放射能の剰えは年叶言十教簸畳(Atok&TDC
左イ魚用した.また空何点泉皇の5則且はシンナレーシ,ンハサーペノ
ダ(Alokん TDSほI型)及び●モニタリ ングポスト(Alokん MS

一柑`0型,5?一阜3月=ワ 81幻卑は AI｡kむJリA尺一Il型)を収桐

即富国査j結え
赤水ち り全β改≠付紙についてばえ鳴渡水による降雨ご-と〃

鹿又と表lに示した.また各線試料の合βj又射舵創見鹿凰j

に示した.空何級圭一こ･ついてはJ幻lに示した.
3 ヨ結語

点火ちり及び一各鹿拭ガ斗の全β放射能Aひ･一旦何j晩･邑はノ紗lヰー

何舶のイ血と示し乙おり､碑.こ異常イ且は書定めうれな㌧い･ウニた｣
与は額にこ積雪がタく,嶺雪･如何中の旦朝j泉･皇は例ヰになくイ
た.また､JI月/38及び●ノき8′こモニタリ ン･ク∵汁Jストで竜鮎則,
空向線量の高ノ喧は､ネ斗初の顔いシベリア寒久也南下けイ学:

官と一致したものて･■あった.(成り



泉Z 顔料の全βjえ射艶

試 華卜 名 j東泉ナビ臭 凍原ヰ･月8

土塊く0{与仇)

"(5一～0れ)
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喪城県におけ3発頭璃邑諦査

亀城県展き力已ンβ一

l･獣康に5偲さ.蜘58年度｡輌膚ご棄軋た科営
主も取射角日給の捻急呈報告す∋｡

2 諷食の概阜

(l)棉査の対象
雨フlく･もり､上北.土

つし･乙合β泣射能の
主語った｡きた､堂
凄絶こ軋記した｡

し
れ
い
い
H
･

且
即
､

.
こ
包

均
U
-

直
っ
月

島
に
毎

度
い
圭

息
働
斡

常
乱
縁

日
牛
の

.
､
線

(2)ミ則包方法
全戸数射能庖副官攻葡眉嬬｢全べ一う放射能利恵法⊥(日

訂肢)､▲3-1は同庁塙｢■引エのNal(Ⅶ)肌て綬スペつトロト3tこ

軋私法J､空間r綿の線量李及び計数李踵｢放射能鴫盲
計凰書(日卸5ち年度)｣に基づし､乙狩り已.

(3)ミ則包装遇
イ 合甘放射砲

口l引Ⅰ液頒価椚

ハ 空簡げンて緯線主宰

こ 空間ガンマ線計数辛

かトサンプ心もンニん一付8M吉

アロカ製8C-?02.Tt)C-501)

3ケ中Y3ケNa工(T且)じシナし-う月

ノ(イつロン製3H3/3P,NAIG製
MCA)

Na工(m)シンチレーション式サーベ1
力製TCS-12LC)

Na工(Ⅷ)〇シナし-ション式モミう:
(アロカ製M∧定一11)

(十)綿金紙最
長-1に雨水･5リの仝♪放射艶の刺見績泉窒乱す.

長一2に上州∴土痩､日韓食､農畜産物､及び鳩尾生物の全β扇
動屯穂泉き示す｡
衣｢3に牛乳(穂乳)中の`】lIの胤軋結果を示ち｡

=こ空間げンて綿棒畳字及び討取李の知見続東電示j.風-

3.絶漁

唱和兇年度の空域風lこおりる放射範レヾlレは､剛ぐちり.上,
羊爪､他食且_l_｢･し(.､7 R曾_!汗r忘1尾皇藩フゝえ 千; 虚邑申+下､フム象



友一1南軋･ちりの全β放射艶(鵠査地点こ車重県原与力亡し

全島ユ注射弛(PCi/且)

平巧値
月間降下量
(れC;/k爪2)くか

0
?
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†
､
6

-
2
.
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､
ヰ
2

0､3?

0､32
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0.55

0.2?

0.ヰ?
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2.2

0､3?

0､5?

0､6?

0､?6

く注>よ聖火温lこよ孟=ケ月毎の風見値

友一2
一各種試料干の全β放射絶

卿日 βぷ日付萬邑

上氷(蛇口】l()

i重工0～5cれ
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表-3 ヰ乱(取乱)中のl引工(滴奄比良こ届出ム智)
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埼玉県における放射能調査

埼玉県衛生研究所

中澤清明 川名孝雄 服喪

1.緒 言

前回にひき続き､埼玉県において昭和58年度把実施した放射能調査につし

する｡

2.調査の概要

(1)調査の対象

定時雨水､降下物､上水､農畜産物､海水魚､土壌､空間辞量｡

(2)試料の調整および分析測定法

科学技術庁窮｢全ベータ放射能測定法(197d､改訂)｣､｢放射性セシウ

(197d､改訂)｣､｢放射性ストロンチウム分析法(1974､改訂)｣､｢Ⅳ

シンチレーションスペクトロメータ横器分析法(1974)｣に従った｡

(3)脚定装置

GM計数装置:アロカT】〕C-105型､ローバツクダランドカンター:アロカで】)C■

波高分析器‥日立505型､シンチレーションサーベイメータ:アロカTCS-121一

(4)調査結果

イ 全ベータ潤定結果

いずれの検体も期間中に異常値が認められなかったので省略する○

ロ 核種分析測定結果

㈹ 大型水盤による1ケ月毎の降下物の分析結果は表1に示すとおりで

00 一番茶､米などの食品の分析結果は表2把示すとおりである○

←う その他の分析結果は異常値が詠められなかったので省略する○

ハ 空間線量率測定ならびにIjl工の測定結果

川 空間線量率測定結果は表5に示すとおりである0

何 度乳のI31工測定結果は全試料(d検体)検出限界以下であった0

5.結 語

放射性降下物による放射能水準は前年度に比べて､米､牛乳､茶などの朋
▼.すIノー f}け′､ 〉.,.一_､.▲

_†′-I_L腑I′,■｢土デ■ _
ム■±I_L ≡汚い t⊥.～･.⊥へ､j｣一と_ J｣



表1 降下物の核種分析

m,×10●3mci/km2

三≡…~三…~……≡二三≡≡~妄≒~≡
表2 食品の核種分析

唇 類 採取地 採取月日 灰分%
叩s

r

pci/桓

一

番 茶

生産地

生産地

生産地

入間市

入間市

所沢市

占.25

占.25

d.25

精 米

消費地

生産地

生産地

清和市

本庄市

川島町

11.50

1.2占

1.19

玄 米
生産地

生産地

本庄市

川島町

1.2占

1.19

ホーレン草 消費地 浦和市 11.50

大 横 消費地 浦和市 11.50

あ じ 消費地 清和市 11.50

牛 乳
消蛮地

消費地

浦和市

浦和市

8.12

2. d

711a

704a

1.52b

l.58b

日 常 食
浦和市

浦和市

d.25

12.1d

12.8C

ld.5e

1.99d

5.59d

a‥ ダ/∠,b:pCi/g,C:ダ/人･1日,d:pC

表 5 空間繚量率
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新潟県における放射能調査

新潟県公害研究所

諏訪 成雄,高野 尚人,j

霜鳥 達雄,殿内 妻政,毒

南 忠員,大科 達夫

1 緒 看

前年度に引き続き､昭和58年度に実施した科学技術庁委託の放射能調査及び､

施した放射線監視交付金による原子力発電所周辺の環境放射線調査の概要を献

2 諏査研究の概要

(1)調 査 対 象

科学技術庁委託の放射能調査は､雨水,降下物,浮遊じん,土壌,日常食,

物,海産物,海水,海底土,空間線量率を対象とした｡

原子力発電所周辺の環境放射線調査は､降下物,浮遊じん,土壌,陸水,ノ

物,指標生物,海水,海底土,空間線量率,積算線量などを対象とした｡

(2)試料の採取及び測窟方法

科学技術庁による各種のマニュアル,｢放射能委託調査計画書(昭和58軌

崎･刈羽原子力発電所周辺環境放射線監視調査年度計画(昭和58年度)｣に主

なお､用いた測定器を表1に示す｡

表1 測 定 使 用 機 器

測 定 区 分 使 用 機 器

全ベータ放射能

雨水,降下物,

浮遊じん,土壌等
GM計数装置

そ の 他 低バックグランド2汀ガスフローカウンタ

核 種 分 析
r 線放出核種 HP-Ge検出器付波高分析器



(3)調 査 結 果

科学技術庁委託放射能調査の結果を表2-4に示す｡モニタリングポストの年間

昨年度19.9cpsであったが､今年度は15.9cpsになる等､指示値の低下がみられ

は今年度測定地点を変更したためと考えられる｡他の調査項目の測定結果は前年度

程度であった｡

原子力発電所周辺の環境放射線調査の結果を表5～7に示す｡空間線量率,積算線

問､積雪の影響により低値を示した｡また､一部の環境試料から過去の核実験の影

れる137cs,144ce,90srが検出された｡

3 結 語

科学技術庁委託調査では測定地点変更のためと考えられるモニタリンダポストの指

下がみられたが､他の調査項目の測定結果は前年度と同程度であった｡

原子力発電所周辺の環境放射線調査では一部の環境試料に過去の核実験の影響がみ

他の調査結果には特異な値はみられなかった｡

表2 雨水,降下物,浮遊じんの全ベータ放射能(委託)

｢===二===二‥二二二二≡;二二
〒二二二⊥-_三二三亡二≡き三ニニ三二_二;≡二±ニき∴き一二二三二

_室≡三三丁モ

ニニー三

二‥_≡二二≡≡‥∴二二き≡二二∴二:

三三㌧二王∴き二二二二二三㌻二三二三~㌻三

表3 空 間 線量 率(委託)



表4 各種試料の全ベータ放射能(委託)

項 目 採取地点 単 位 試料数
測 定

平 均値

上 水 新 潟 市

淡 水 新 潟 市

海 水 新 潟 市

pCi/g

海 底 士 新 潟 市
pCi/左乾土

18.20

0～5仇 柏 崎 市

5～20仇 柏 崎 市
mCi/捷

1,300

2,376

原 乳 西 川 町

市 販 乳 新 潟 市
pCi//ゼ生

1,216

1,198

市販はうれん草 新 潟 市

市 販 大 根 新 潟 市
pCi/今生

市 販 精 米 新 潟 市

生 産 地 精 米 巻 町
pCi/七乾

日 常 食 西 川 町

サ ザ エ 両 津 市

ワ カ メ 両 津 市

フ ナ 新 潟 市

市 販 カ レ イ 新 潟 市

pCi/七生

表5 空間線量率(原子力発電所周辺監視調査)

(単位:

測 定 地 点
低線量率測定器の測定値 高線量率測定器の

平均値 最高値 最低値 平均値 最高値

柏 崎 市 街 局

下 高 町 局



表6 積算線量(原子力発電所周辺監視調査)
(単位:mR

昭和58年10月-12月

測 定 地点 数

昭和59年1月-3

平均値 最高値 最低値 平均値 最高値

表7 環境試料の核種分析結果(原子力発電所周辺監視調査)

測 定 結

試 料 単 位

降 下 物 pCi//㌶

浮 遊 じ ん pCi/ガ

飲 料 水

河 川 水
pCi//ゼ

土 壌 pCi/kダ乾 米～2,300

米(精米)

農

畜

産

物

キ ャ
ベ ツ

大根(根)

大根(葉)

pCi/kク生

1.5-2.6

米･-7.4

2.5-3.6

11一-15

原 乳 pCi/ゼ 米･-21

松 葉 pCi/如生 9.4-19 米～10

海 水 pCi/g 米 一-0.1

海 底 土 pCi/短乾
米

～150

マ ガ レ イ

ヒ フ メ

マ ダ イ

ノヾ イ

ワ カ メ

pCi/短生
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各鼓料の谷べ一夕放射能濃度は､､､すれも乎席値であっ
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友Z 各連銀料の放射能測虎総見

細査卓立料 錮査地点
昭如⊆冒牢

陸水(上水J 釦足守三馬

日 韓食 金沢市内

0へノ5cm 金沢市柵

わかめ 羽咋ぷ糟紳丁

す一′て√メータ金沢1短鳥

団/ 空間絶食の月別変化
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福井県における放射能調査

福井県衛生研究所

北川貞治 吉岡満夫 五十嵐修

松浦広幸 高山裕美 徳山秀樹

坪川博之

1 緒言

前回にひき続き､福井県が昭和58年度に実施した科学技術庁委託

｢放射能調査｣および放射線監視交付金による｢原子力発電所周辺

環境放射能調査｣の概要を報告する｡

2 調査の概要

<委託網査>

雨水ちり･浮遊じん･陸水･陸士･牛乳･食品･空間経書率

<交付金調査>

植物･降下物･海水･海底土･海産生物･空間積算線量

陸水･陸士･空間線圭の連続測定

3 調査方法

<委託調査>

科学技術庁縮｢全ベータ放射能測定法(昭和51年改訂)｣

｢放射能委託調査計画書(昭和58年度)｣によった｡

<交付金詞査>

福井県環境放射能珊定技術会議編｢原子力発電所周辺の環境放

能調査一計蘭書-(昭和58年度)｣によった｡

4 調査結果

① 全ベータ放射能および空間経書率(表1､2および3)

前年と同様に大気中での核実射まなく､測定値は昨年と同程度

あっ た｡

② 空間積算線量(表4)

地域差は大地の天然放射性核種濃度の差によるものであり､発

所の寄与はなかった｡

⑧ 降下物および植物の核種分析(表5およぴ8)

発電所由来の核種の検出は殆どなかった｡

④ 海水､海底土および海産生物の核種分析(表6､7および9

主に敦賀発電所周辺で発電所由来の核種が故圭検出された｡
__■
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表1全ベータ放射能および空間線宝

種 類 採取地点 試料数 単 位 平 均 値

福 井 pCi/β
mCi/km2

浮 遊 じ ん (渡 紙) 福 井
PCi/m3

土 壌 0～5cm

5～20cm
福 井 pCi/g乾土

(mCi/km2)

牛

米野

海 水
淡 水
日 常

乳

葉

魚
魚
食

乳
乳
米
根
草
イ
ナ
I

ん

分

れレ

人

､
n
ノ

市
原
精
大
ほ
カ
フ
(

井
山
井
井
井
井
湖
井万

福
勝
福
福
福
福
三
福

2
4
1
1
1
1
1
2

空 間 線 量 サ ーベイ メ ータ
モニタリングポスト

福 井
〝

〝R/hr
月平均cps

注)*検出値のある5試料の平均値,一不検出

表 2 雨水ちりの全ベータ放射能の月変化 上段:定時採取､下段:大型水盤､単

表 3 モニタリングポストの月間平均値 単

l二≒去ニミ≡三三ニー‡二ニミ…きニー≡…二÷吏三二≡き一二三〒-主≡≡
表 4 TLDによる年間積算線量 単

測 定 地 点

地 区 対 象 施 設
地 点 数

昭 和57年 度 昭 和58

平均値 最小値 最大値

敦 安 ふザん∴敦賀発電所周辺 13

平均値



表 5 降下物の核種分析結果(検出債の範囲) 単位‥mC

採 取 地 点 試料数 之39◆Z■Opu 3Ⅵ(pCi/β)

鹿
波
留
飯
町

弼
紺
銅
酬
紺

敦
美
大
高
福

2
2
2
2
2

11

1

1

1

一
一
一
一
一

一
一
一
一
一

))

)

))

6
0
0
6
0
6

(
(
(
l
(

(

l

℡一

l

l

サー

〇
〇
l
0
0
0
0
0
0
0

0
q
O
血
｢
○
血
｢
○
血
｢
○
血
1

q
-
札
-
q
-
札
-
へ
-

竺ミ‡3…壬1(11)-～71(11)

注)*年間集合試料の測定値,()検出数, 一不検出

表 6 海水の核種分析結果(投出値の範囲) 単位:

採 取 場 所

軟 質

美 浜

大 飯

高 浜

対 照

痛ん･敦賀発電所周辺

美浜発電所周辺

大飯発電所周辺
高浜発電所周辺

福 井市小丹生

(0/4)

(0/4)

(0/2)

(0/2)
(0/2)

0.10～0.15(4/4)

0.11～0.16(4/4)

0.10～0.12(2/2)
0.13 (2/2)

0.10～0.14(2/2)

30～37

27～42

30～51

35～42
31

注)()検出数/試料数, 一不検出

表 7 海底土の核種分析結果(検出値の範囲) 単位:PCi

採 取 地 点

敦賀発電所放水口

水 産 試 験 所 前

浦 底 湾 口

一般排水口前･20地点
清 底 湾･14地 点

ふげん 発電所放水口
立 石

一
一
一
一
一
一
一

140,40
210
190

50～370

-～180
6.4

8.0

美浜発電所1.2号放水口
〝 沖

美浜発電所3号放水口沖
丹 生 湾･定 点

〝

･3地点

4
4
.
4
4
〇
.
4

1

一
一
一
一
一
一 一

一
1
3
0
2
〇
一

2▼

一
Z
一
一
Z

*
*

*

70

6
0
6
0
0
3

1
1
3
.
4
2
4
0
～

60

28

大飯発電所放水口 11

高浜発電所放水口

沖

一
一
一
一

Z

O

*

11
0
0
4

1
4
2

●

O
1
3
7

9 10

一
l



表 8 植物の核種分析結果(検出値の範臥 単七

試 料 名 拭料数

大 根 葉

ヨモギ･ヒメムカショモギ

大 根 葉

ヨモギ･ヒメムオショモギ

大 根 葉

ヨモギ･ヒメムオショモギ

大 根 葉

ヨモギ･ヒメムカショモギ く5～10(4)

大 根 葉

ヨモギ･ヒメムカショモギ

松 葉

1
7
1

注)
一不検出

表 9 海産生物の核種分析結果(検出値の範囲)
単位

種 類

魚 類

且 類

藻 類
ホ ン ダ ワ ラ

ムラサキイガイ

(0/10)

(0/3)

(0/6)
(0/35)

(0/1)

(0/10)
(0/3)

(0/6)

く5～120
(17/35)

く5(1/1)

5～16(10/10)

く5(1/3), 1.2(1/1)*

-(0/6), 1.1(1/1)*

く5～10(16/35)
1.1～3.6(12/12)*

-(0/1)

2.1(1/1)

一(0/1)
1.1(1/1)
4.5,5.9

(2/2)

)
)
)
)

4
3
3
4

/
/
/
/

0
0
0
0

(
(
(
(

一
一
一
一 )
)
)
)

4
3
3
4

/
/
/
/

0
0
0
0

(
(
(
(

一
一
一
一

～10(4/4)
(2/3)

(0/3), 0.9(1/1)*

く5(1/4)
2.0,3.2(2/2)*

5.9(1/1)

一(0/1)
0.9(1/1)

3.4,3.8
(2/2)

)
)
)
)

6
2
4
A
】

/
/
/
/

0
0
0
0

(
(
(
(

一
一
一
一 )
)
)
)

6
2
.
4
4

/
/
/
/

0
0
0
0

(
(
(
(

一
一
一
一

*+

■事+

■■

)
)
)

l

l

l

/
/
/

l

l
l

(′lヽ(7
1
0
0

●

●

●

l

l

l

即/
l

l

1

6
)
)
)

(
2
4
4

9
/
/
/

～
∩
蒜
ツ
u

4
領
一
璃

3.1(1/1)

-(0/1)
1.1(1/1)

4.5(1/1)

ヽ
-
′
)
)
)

.
4
2
2
5

/
/
/
/

0
0
0
0

(
(
(
(

一
一
l
一 )
)
)
)

4
2
2
5

/
/
/
/

0
0
0
0

(
(
(
(

一
一
一
一

*

■

■

)
)
)

l

l

l

/
/
/

l

l
l

(
(
(

一
d
｢
7
0

●

●

●

2
0
3

射/

l

l

l

.
4
)
)
)

(
2
2
5

0
0
/
/
/

～
u
用
用

2
電
一
一

2.5(1/1)

-(0/1)
0.7(1/1)

1.0(1/1)

)

)11//11((5A｢

く 3.1(1/1)*
一(0/1)

0.6(1/1) 1.
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表1 赤水あーよび降下珂の企β蘇祈舵

南 水､

㌶T 回教 最あ 象極 斗何 日闇降下亀

pci/lpCi/lpCi/lmCi/km2 mci/km2 mci/k

4

5

6

7

8

9

0

1

2

｢-

2

3

11

1

1

2

1

2

1

6

3

9

1-

3

7

2

2

9

0

9

2

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

4

2

7

1

6

1

0

6

1

0

0

2

5

7

8

qノ

0

3

6

5

つL

4

3

4

3

7

1

1

1

｢1

1

01

8

4.

6

6

2

7

5

5

5

1

2

8

9

1

5

7

4

9

2

6

6

｢I

(=0

4

4

8

4

--

2

1

3

2

3

3

6

6

8

4

6

0

0

0

0

0

0

0

0

0

4

0

0

0

1

1

1

3

2

1

1

6

0

7

8

8

0ノ

2

2

8

5

2

5

3

3

6

3

8

0

8

0

1

3

3

8

3

6

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

0

0

0

1

11

0

0

0

0

｢1

0

0

7

5

9

3

7

5

2

4

3

1

6

6

3

4

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

5

0

2

0

5

3

6

2

2

9

2

2

5

8

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

1

0

1

0

0

1

0

0

0

0

0

0
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静岡県6こおらナる放射能珊査

静岡県環境放射線監視センター

植松甲之介 永野隆夫 息
尾沢義昭 石渡達也 尾上
中山美明

1 緒言

静岡県では,昭和36年度から科学技術庁委託放射能珊査も また,昭和47年定か
発電所周辺環境放射能網査を実施しているが,今回は昭和58年度におけるこれらの礪
報告する｡

2 錦査研究の概要
(1)調査対象

ア 科学技術庁委託放射能錦査

定時雨水 浮遊塵,空間線量率,陸水,上水,農畜産軌 海産生物など
イ 浜岡原子力発電所周辺環境放射能錦査

積算経書,空間線量率,降下軌 浮遊塵,陸水,海水,海底土 農畜産軌 海産
など

(2)測定方法
ア 積算線量

熱蛍光線量計を用いて約3ヶ月間の積算線圭を測定した｡
イ 空間経書率

シンチレーシさンサーベイメータによる定期測定と.モニタリング･ステーショ
トによる連続測定を行なった｡

り 全ベータ放射能礪査

却定法は科学技術庁｢全ベータ放射能珊定法｣に準拠し,測定器はGMカウンタ

た｡ただし,浜岡原子力発電所周辺環境放射能調査の浮遊塵については1週間連続∃

のを,とりはずしてから3日後に測定を行なった｡

織笠苦節悪書芸諾:･(ご号指品品由遥㍑::習きぁノ岩茎基板彗忘芸孟昆jランド型ガスフローカウンター]を行なった｡また.生乳中の-】-Ⅰの定量[測定乱
TI)検出器およびGe(Li)半導体検出器]も行なった｡

(3)測定結果
ア 科学技術庁委託放射能礪査

表1には各種試料の全ベータ放射能を,表2に雨水の放射能の月別推移を示したフ

錦査では特異な傾向は見られなかった｡

表1各試料の全ベータ放射能(委託)

試 料 種 別 試料数 測 定 値 単 位 備 考

土 壌

日 常 食

上 水

茶
牛 乳

米

大 根

はうれん草

0～5cm

5～20cl【

都市成人
蛇口水

荒 茶

市販乳
精 米

聖 霊

l
1

2

2
2

2

1
1

l

4.1

3.1
1.0～l

*

13.2～14
l.2

0.7
1.8

3.5

1

6

pCi/g乾土
〝

茶

生

荒生

g
〃
"
g

g

/
/
/
/
〃

〃

〃

●l

●l

●l

●l

C

C

C

C

p

p

p

p

直 接
〝



表2 雨水の放射能の月別推移(委託)

試料数 最低値

pCi/β

最高値

pCi/ml

月間降下量

mCi/】d

備 考

月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月

A
-
5
6
7
0
0
9
0
1
2
1
2
3
1
1
1

7
7
3
3
0
0
6
7
5
2
0
0
5
6

1

11

1

*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*

212.0

117.5
326.5

133.5

368.0

294.5
194.0

5l.0

32.0
29.O

l17.0

108.5

1983.5

注)*印は｢検出されず｣(標準偏差の3倍以下)を示す｡

イ 浜岡原子力発電所周辺環境放射能詞査

表3には,浜岡原子力発電所周辺の積算線量の測定結果を,表4には,浜岡

ける空間線宝率の月別推移を示した｡また,表5には,環境試料中の放射能測
表5では,過去の核実験の影響がみられた胤 特異な傾向はみられなかった｡

表3 浜岡原子力発電所周辺の積算線量(90日換算値)

表4 空間線圭率の月別推移 単位:〝R/hr

4月5月6月7月8月9月10月11月12月1月2月3月 年間平

浜岡町白砂 7.77.67.87.67.67.77.77.77.8T.97.97.8

〝

平場 7.87.87.87.77.87.87.87.97.97.97.97.9

注)モニタリング･ステーションによる測定値である｡



表5 浜岡原子力発電所周辺の環境放射能

全ベータ

放射能

上水

海水

海底土

土壌

玄米

キャベツ

大根

茶葉

原乳

しらす

ひらめ

かさご

あわび

なまこ

いせえび

あらめ

わかめ

かじめ

松葉

浮遊塵

降下物

*

*～1.1

9.1～24.4

15.4～20.7

2.0～2.1

l.7～2.3

1.3～l.9

3.0～3.8

l.0～l.3

0.6～l.8

3.2～3.6

2.8～3.2

l.5～2.1

0.6～0.7

3.2～3.6

6.0～9.4

3.l～3.7

8.8～10.3

* ～0.0017

0.0015～0.0045

0.001l～0.0078

0.0042～0.030

*
～0.0030

*

*

*
～0.20

*

*
～0.55

*

0.0030～0.0037

*

0.0032～0.0079

*
～0.0019

*
～0.0027

0.0079～0.O10

0.005l～0.0084

0.0025～0.0027

*

*
～0.0042

*

*

*

* ～0.0086

*

* ～0.0093

〝

pCi

pCi

注)l*印は｢検通されず｣(標準偏差の3倍以下)を示す｡

2 S.Mn,,Szr,SIFe,-Oco,,SNb及び...Ceは全試料とも｢検出されず｣



愛矢口県におlナる放射能調査

愛知県衛生研究所

大沼章子,茶谷邦男,山田益4

山田直樹,青山 幹,浜村憲兵

1､緒言

昭和58年度に実施した科学技術庁による放射能調査､及び愛知県独自で行った

結果を報告する｡

2､調査の概要

(1)調査対象

雨水(定時採水)､雨水･ちり(1か月毎)､浮遊じん､上水､海水､海底土

牛乳､魚貝藻類､日常食､空間線量等､合計419件｡.

(2)測定方法

試料の前処理及び全β放射能測定は､科学技術庁編｢放射能測定(1976)

0の分析は､同編｢ストロンチウム90分析法｣､Cs-137の分析は､同編

37分析法｣に従った｡

(3)測定器

A LOKA製 LBC-451

ALOKA製 TDC-103､PS-5B､GM-5004

ALOKA製 TDC-501､SC-702､GM-2503B

A LOKA製 TC S-121C

3､調査結果

(1)全β放射能

結果を表1に示した｡このうち雨水･ちりによる年間降下量は､6.6mCi/

(2)空間線量

結果は表2に示したごとくであるが､このうち12件については､名古屋市内(

測定したものであり､その最高値 6･2ルR/hr､最低値 5.4ルR/br､

ルR//b rで変動係数は 4.3%であった｡

(3)S r-90､C s-137核種分析

結果を表3に示した｡このうち雨水･ちりによるS
r-90､Cs-137の∠

0･113mCi/km2､0.057mCi/kmZであった｡



蓑 1 全 β 放 射 能

モ即 定 地
謀反地文は測定茅扉

舌高イ直 最低値

雨水 C定時潔j蚕)※

雨水ちり(1か月毎)

浮遊じん ※

上 水(原水)

(虎口水)

う毎 水

手蔓居士

土 宰(0-5皿)

(5へ･20c皿)

野菜 末寺藁

ほうれん董

忍彗票‡青光

魚貝嘉男 きす

大あさり

わかめ

年･ 乳

∈ 常 会

名言j蔓市

名古屋市

名古畳市

犬山市

名古畳市

伊勢湾

伊勢湾

(盤上訂苛研)

(愛知苛研)

(望見l苛研)

(悪霊悪霊台
(愛郊肴研)

小鉢答沖

dヽ鈴谷沖

三崖美郡 赤羽1長町

讃莞雷 斎習斉長町

ミ屡芦三野田J京町

ヱ直美竜野 田 原町

名古屋石

!知多雷 膏ゴ打多町

知多都 南!訂多町

史J多寄 膏±訂多町

名古畳市

名言j蔓1苛

ェ

2

ちノ

2

2

(0

1

皿Ci/由子

Ci/血窮

pci/㌔

pci/1

pCi/1

pCi/l

pCi/1琵

皿Ci/b～

血:i/血㌔

pCi/生

pCi/生

〆i/生

pCi/生

1070

0.81

′b

O

0

0

ュ

0

●

●

●

●

●

0

0

⊥

⊥
.
〇

※ 竜田定僅は6時間更正僅

蓑 2 空 間'扁露 二重

表 3 族 雇 分･鳶斤
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大阪府におけ る 放射能調査

大阪府立公衆衛生研究戸

田 村 幸 子, 沖

1.緒 言

58年度の大阪府における環境及び食品中放射能の諏査結果を報告する｡この芸

科学技術庁の委託によるものであるが､一部大阪府独自の立場で行ったものもぅ

2. 調査の概要

(1)調査試料及び測定方法

降下物､雨水､浮遊塵､上水原水､蛇口水､海水､土壌､海底土､牛乳､米､

日常食の全ベータ放射能測定及びサーベメータによる空間線量率測定､モニづ

による測定を行った○方法は､科学技術庁編｢全ベータ放射能測定法(昭和5

った｡測定器は､アロカ製自動試料測定装置(GM-5004,50鷹一〆,TDC-5(

製低放射能測定装置(ガスフロー,LBC-451)､アロカ製シンチレーショニ

(NaI,TCS-121)､アロカ製モニタリングポスト(ND-R12-195)を

(2)測定結果

抑 雨水及び降下物中放射能の測定結果を表1に示す○雨水の測定値は6時搾

る0月間降水量は､表面積1000c㌶のステンレススチール製水盤を用いて1】

た試料の測定結果によるものである0雨水､降下物とも前年度と同じレベノL

(ロ)浮遊塵中放射能の測定結果(6時間値)を表2に示す｡前年度と同様のし

ぃ その他の試料の測定結果を表3に示す○測定値は40Kの寄与を含む値て

⇔ サーベメータによる空間線量率及びモニタリングポストによる測定結果を

に示す○表3中､原子炉周辺とあるのは京都大学原子炉実験所周辺である｡

3. 結 語

この請査期間中､異常値は検出されず前年度と同様のレベルにあった｡



表1. 雨水及び降下物中全ベータ放射能

注 マイナス値は0で示した｡

表2.浮遊塵中放射能(6時間値)

平 均



表3･陸水､土壌､食品等の全ベータ放射能(含K)

試 料 名 採 取 地 測 定 数 測 定 値

上 水(原 水)

〝 (蛇 口 水)

海 水

守 口 市

大 阪 市

大阪港内

3.1,3.3

1.9,2.8

0.5～0.7

土 壌(0～ 5〝)

〝 (5～2 0e椚)

海 底 土

熊 取 町

同 上

大阪港内

2 2.1

16.4

21.9～41.7

原 乳(生 産 地)

市 販 乳(消 費 地)

能 勢 町

大 阪 市

1154～1198

1122,1125

タ マネ ギ(生 産 地)

キ ャ ベ ツ(生 産 地)

ホーレン草(消 費 地)

ダイ コ ン(消 費 地)

コ メ(消 費 地)

サ バ(消 費 地)

日 常 食(都市成人)

熊 取 町

熊 取 町

大 阪 市

大 阪 市

大 阪 市

大 阪 市

寝屋川 市

注 土壌･海底土は､直接測定法による値

表4･サーベメータによる空間線量率(〆軋/h)

測定対象 測 定 場 所 測 定 数 最 高 値 最 低 値

一 般 環 境

原子炉周辺

〝

〝

羽曳野市

熊取町大久保

〝 築留池周辺

〝 弘法他局辺

6

6

6

6

蓑5.モニタリングポスト測定値(CPS)

年 月 最 高 値 最 低 値

16.6

18.1

16.0

17.2

15.3

16.6

15.4

12.2

12.4

12.0

11.9

11.6

11.2

11.3

1

1

1

1

1

1

1



兵庫県における放射能調査

兵庫県衛生研究所

穣村公郎 山本研三 寺西 清

/緒言

昭和∫g年皮科学技術庁委託による放射能測定調査の結果について報

よ調査の概要

定時に採取した雨水ゝ大型水盤による降下物､じゃロ水､士じょう､

牛乳(生産地)､野菜(生産地)､米(生産地､消費地)､魚(生産地

遊じん､空間線量率を調査対象とした｡

試料の調製および測定方法は昭和∫/年度改訂科学技術庁編｢全べ一

能測定法｣によった｡

測定器機はアロカL B C4 5 2､富士電機N H S 710 を使用した｡

J調査結果

定時に採取した雨水および月間降下物①全ベータ放射能測定結果を

示す｡定時採取した雨水では 最高 0･032 pCi/ml最低 O
pc/ml

o.006pCi/mlであった0月間降下物は 最高1･36mCi/km2最低 0

平均 0･31mCi/km2 で年間降下量は 3･66mci/km2 であった○各種

士じょう､およびじゃロ水①全ベータ放射能測定結果を表よに示す｡浮

の全ベータ放射能測定結果を表Jに示す｡ぜた空間線量率測定結果を表

示す｡これらの結果は例年と比べて大き竜変化は認められ貴かった｡



表/ 雨水､降下物の全べ一夕放射能

年 月 測定回数 月間降水量 最高値

4

5

′b

7

8

9

0

1

2

1

つん

3

1

1

1

8

00

8

8

8

8

8

8

00

9

9

9

⊂J

5

5

⊂J

5

5

5

⊂J

5

5

5

⊂J

っん

7

′0

0

2

2

⊂J

2

1

5

`U

7

I

l

l

mm pCi/ml

14Z.1 0.011

1Z5.7 0.017

181.4 0.011

170.5 0.012

40.8 0.010

355.6 0.008

75.5 0.007

24.8 0.004

14.5 b

52.1 0.024

45.8 0.050

41.0 0.032

75 12Z5.8 0.032

最低値 平均値

PCi/ml pCi/ml

O O.004

0 0.005

0 0.004

0 0.005

0.008 0.009

0 0.005

0.005 0.004

0.004 0.004

0 0

0.005 0.01Z

O.00Z O.015

0.005 0.017

0 0.006

マイナスの場合は♂とした

表よ 各種食品､じゃロ水､士じょうの全ベータ放射能

試 料

日常食

牛乳(生産地)

米(生産地)

米(消費地)

ほうれん草(生産地)

だいこん(生産地)

じゃロ水

〝

年 月 測定

58 6 0･8 pC

58 12 0･8 pC

58 8 1･1pC

59 Z l.1pC

59 1 0.6 pC

S9 1 0.6 pC

59 2 3･7 pC二

58 12 1･8 pC二

S8 6 2.6 pC二

S8 12 0･7 pC±



表 J 浮遊じん①全ベータ放射能
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泉卜降水り合β放射能
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泉1.舟ちりの定時観測出び大型水盤法による全β放射能
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泉3･怪水食品･エ象の敦射詑およぴ･空間線量
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臥楓県lこあ▲ナる敦射飽調査鮨泉

島根県衛生公者研究所
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姦1.南米の食べ一夕媒材絶(州α血ど)
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広島県における放射能調査

広島県衛生研究所

穂下言放彦 中富美津う工

l.緒 言

前年度にひきつノープき,昭和58年度に実施した科学技術庁委託による広島県におiけ･

食品中の放射能調査結果の概要を幸艮告する｡

2.調査研究の概要

(り 調査対象

雨水ちり･,月間雨水ちりノ(大型水盤による),さ字遊じん,陸水(蛇口水,凄

日常食,農畜産物(牛乳,野菜,精米),i毎産生物おJよび空間線量率｡

(2) 測定方う去

試料の調整お,よび測定方ブ去は,ヰ斗学技術庁絹｢全ベータ放射能測定j去(昭利

と,｢昭和58年度放射能測定調査委託計画書｣に従って行･っ･ナこ｡

(3) 測定器機

GM計数装置:AL.OKA TDC-501型およぴTDC-iOl型

GM管:ALOKA GM-2503B型綜よぴGM-5004型

シンチレーションサーベイメータ:ALOKA TCS-t21C型

(4) 調査結果

雨水の･全ベータ放射能月別推移を表lに,各種食品等の放射能測定値を表卦

サーベイメータによる空間線量率を表3に示､した.｡

3. 緒 言吾

全ての調査項目につ)いて異常値は認められず,前年度とはば同じレぺノレのイ直であ



表l.雨水チリの全ベータ放射能

年月 測定 降水量 最高値薫 最底値索 平均値求 月間降下量※塞

回数 (mm) (pcl/l) (mcl/km2)

58 4 111d4.3

5 d 138.O

d d 197.2

7 8 24l.7

8 3 d8.0

9 = 245.1

10 d d9.8

11 3 15.8

12 3 34.4

59 1 3 2l.0

2 5 57.9

3 5 d3.0
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年間 70I31d.2 49.0

逐‡d時間更正値

薫東 大聖水盤による/ケ月の値

表2.各種試弄斗中の全ベータ放射能

試 料 名 採取地 測定 測 定 結 果

[司教

蛇口水) 広島市

(ジ炎水) 庄原市

土壌(0-5cm) 広島市

(5-20cm) ク

牛乳(生産地) 高田郡

(消費地) 広島市

野菓(ホウレン草) ク

振 (ダイコン) ク

精米 ヶ

ジ毎産生ご物(カレイ) タ

(カキ) ヶ

(ワカメ) ク

ジ炎水魚(コイ) 庄原市

2 0 pCl/1

1 14.7 〃

l10･る pCl/g(章乞土)

1 7.72 ク

4 l･Od-l･31pCl/g(生)

2 1.Od-l.29 〃

1 3.74 〃

l t.47 〃

1 0.51

1 2.80

1 l.d2

1 5.99

1 2.38

ク

ク

ク

ウ

ケ

表3. 空間糸

年月 岬/hr

58 4 10.2

5 14.d

d t4.9

7 15.5

8 8.3

9 7.2

10 14.ム

ー1 7.1

12 8.9

59 t t4.9

2 8.5

3 8.6

平均値=∴l
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受像展lこあ`ナあ放射絶飼査

受像県分与攻締センタ■

あ鹿骨明 恵J

卑ヰ正良 金二

水口尾定 こう

ひきつブき､露和∫才卑度に受像県ボ由辛和郎イ
中lヾlこ行った乱射絶詞査の鹿蜃を親昔する｡
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(l)測定対象
空間線阜､雨水･うり､大気中浮足じん､

水)､土凌､海水､浄庭土､農産食品､組脚
(之)測定方法

去写軍賃葺轟音孝三曇;芋茎箪翠葺萎ま.j箪謁
禁苧三㌔三言纂冨三､(ニ忘㍍呈‡ぞ警告二よデ卑)

(3)士別定綺果
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▼′1

イ 人気中浮感じん
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高知県における放射能粛査

高知県衛生研究所

竹林生夫 福刃

1 緒言

昭和58年度に実施した放射能調査の概要を報告する｡

2 諏査研究の概要

(1)訴査対象‥降下物､陸水､土壌､農畜産物､日常食､海オ

件の全β放射能測定およびモニタリ ングポスト､サーベイメ

空間線量の測定を行った｡

(2)測定方法:試料の調製および測定は科学技術庁編｢放射部

(19ワ6)｣によった一｡

(3)調査結果‥降下物の全β放射能月別推移を表1､陸水各種

放射能測定値を表2､サーベイメータによる空間線量測定値

またモニタリングポストによる空間線量月間推移を表4に示

5 結語

それぞれの測定結果よりみて､昭和58年4月から59年3月

期間中に降下物､陸水､各種食品､空間線量などの放射能測定

度と比較し特に変化は詠められなかった｡

表1 降下物の全β放射能

測定数 最高値

pci/′

最低値

pci/g

平均値

pci/g

月間降下量

mCi/た読

屯 35

3.5ワ

且23

3.41

a ワ1

a O8

已22

0.32



表2 陸水および各種食品等の全β放射能

試 料 名 採取場所 測定数 測_定値

上 水(蛇 口 水)

牛 乳(原 乳)
〝 (市 乳)

米 (精 米)

野 菜(ほうれん革)
〝 (大 根)

日常食(都市成人)

海水魚(か つ お)

土 壌(0～ 5cm)
〝 (5′､ノ20c仇)

高知市丸ノ内
〝 円行寺
〝 桜井町
〝 新屋敷

高岡郡窪川町
〝 〝

高知市

土佐市宇佐沖

高知市丸ノ内
〝 〝

2

4

2

1

1

1

2

1

1

1

1.4

L 2

⊥ 2

0.8

屯 4

L 4

ユ_ O

a 9

236.6

333.8

皿Ci

表3 サーベイメータによる空間線量 空間線量率〃R/

年 月 測定回数 最高値 最低値

46.1 ～ 46.3

46.4 ～ 47.3

4ワ.4 ～ 4a 3

48.4 ～ 49.3

49.4 ～ 50.3

50.4
～

5⊥ 3

5L4 ～ 52.3

52.4
′･- 53.3

53.4 ～ 54.3

5屯4 ～ 55.3

55.4 ～ 56.3

56.4 ～ 5ワ.3

5ワ.4
～

58.3

58.4 ～ 59.3

3

12

12

12

12

12

12

12

12

12

12

12

12

12

ュ

2

0

ュ

8

a

a

包

氏

【a

6.4

n1

6.4

6.2

5.8

已 7

已2

瓦 3

屯 9

屯 4

5.1

5.4

5.2

已2

已2

4

6

8

2

9

5
.
屯

屯

5
.
屯

表4 モニタリ ングポストによる空間線量

上値(cps) 下値(cps) 平均値

58. 4

5

6

ワ

8

9

10

1屯 ワ

1a 5

14.3

1ワ.2

13.0

14.4

1屯 0

7.5

n 5

6.4

6.1

6.0

6.0

6.0

9.2

9.3

9.2

8.5

a 4

8.4

a 4
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戌1.膠函館孝象放射認詞を瘍司見げ打落

飼養後見 玖称象及び●魂使方象 稗和紙反げ御免壕軒 刻磨
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長崎県における放射能調査

長崎県衛生公害研究所

山口道雄 近藤幸憲

野口そ代

1 緒言

前回にひきつづき､昭和58年度に実施した放射能調査について

報告する｡

2 調査研究の概要

(1)調査対象

雨水･浮遊塵･陸水･土壌･食品･空間線量等167件

(2)測定方法及び測定器

試料の前処理ならびに測定方法は科学技術庁編｢放射能測定法

(1976 改訂)｣にしたがった｡全β測定にはアロカ製低バック

グラウンド自動測定装置 LBC-452u､削I測定にはN AIG社製

波高分析装置､また空間線量にはアロカ製 TSC-121C 型シンチ

レーションサーベイメータをそれぞれ使用した｡

(3)測定結果

イ･雨水の月別放射能強度は表1､図1に示すとおりである｡

全β放射能の年間平均値は､25.3pCiハ(6時間更生値)で

あり1月から3月にかけて高い値を示している｡

大型水盤における測定結果を図2に示した｡

口･浮遊塵の月別放射能強度を表2に示した｡全β放射能の年

間平均値は 2･29pCi/撼(6時間更生値)であり例年並の値

であった｡

ハ･陸水･食品･土壌などの全β放射能測定値を表3に示した

いすれも例年並の値であった.

二･空間線量率の測定結果を表4に示した｡年間平均値は

7･1ノ｣R/hであり､異常は認められなかった｡

ホ･牛乳中のJきJIは､いずれも検出限界以下であった｡

3 結語

以上のとおり本調査期間中全β放射能強度は例年と大差なく､

おおむね平常時の環境放射能で推移した｡



表1雨水の全β放射能(6時間更生値)

年 月 測定敦

降水量

(叫)

放射能強度(甚i/L) 降下量

価け両平均値 最低値 最高値

58.4 14 153.7 19.5 4.9 48.4 1.86

5 8 230.2 12.3 1.6 22.1 2.24

6 8 a貼.1 12.0 1.1 37.6 1.62

7 8 271.2 7.8 2.0 24.1 1.0丁

8 6 185.1 6.6 4.2 11.1 1.25

9 12 甜.7 4.6 0.5 12.0 0.91

10 7 127.1 11.6 4.0 19.0 1.45

皿 6 26.9 韮.3 20.2 伯.7 0.75

12 2 伯.9 9.6 1.4 1丁.8 0.56

59.1 4 82.9 52.9 12.8 91.2 2.88

2 5 :娼.'1 49.8 16.3 102.3 1.08

3 8 90.7 104.3 15.8 433.7 3.膿

mci/km2

●--一全β

▲-▲降

(長崎海洋



表2 浮遊塵の全β放射能(6時間更生値)

年 月 測定数

放射能強度(PCiル5)

平均値 最低値 最高値

58.4 3 1.02 0.49 1.70

5 2 3.13 2.88 3.37

6 4 2.88 2.24 3.72

7 3 1.70 0.66 3.丁8

8 3 1.50 0.50 2.02

9 3 2.02 1.61 2.35

10 3 1.97 0.79 2.59

皿 3 3.74- 2.76 4.27

12 3 3.54 2.87 3.91

59.1 3 2.11 1.52 2.50

2 3 2.34 0.68 3.54

3 2 1.34 0.72 1.95

年間平均値 2.29

表3 陸水･食品･土壌等の全β放射能

放射能濃度(含K)

試 料 名 採 取 地

土壌(0～5G■) 小浜町雲仙

土壌(5～20c暮)

日常食(5人分) 長崎市

上水(蛇口水)

牛乳(消費地)

米( 〝 )

ホウレン草(〝)

大塩( 〝 )

表4 空間線量率
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鹿児島具における放射能調査結果

鹿児島県環境セ ンター

福田大三郎 中俣宏二郎

下苗滑香 群山宗貴

1 はじめに

放射性降下物による環境放射能の水準を把握する放射能礪査の一男

科学技術庁の委託により,降下物,環境試料,食品等の放射能を却‡

以下に,昭和5 8年度実施した結果を報告する｡

2 珊査方法

(1) 諦査内容

雨水(定時降水),降下物(1ケ月毎),上水,牛乳,茶,米.

常食,海水魚,海水,海底土,土壌の全ベータ放射能の珊定,モご

ポストによる空間放射線童の連携軸定及びサーベイメ ータによる雲

の定期珊定を実施した｡

(2) 測定方法

試料の前処理,全ベータ放射能測定は,科学技術庁編｢全ベーJ

定法(昭和51年改訂)｣に,空間放射線主軸定は｢昭和5 8年眉

定礪査委託計画書｣にそれぞれ従って行った｡

(3) 珊定装置

ア 全べ一夕放射能

G M検出器:アロカ･G M- 2 5 0 3,G M- 5 0 0 4

イ 空間線喜連続珊定(モニタリ ングポスト)

1〝 ¢ ×1〝L Na I(Tl)シンチレーショ ン検出器

:ア ロカ･M A R -R 61- 5 7

ウ 空間線圭率定期謝定

1〝 ¢ ×1"L Na I(Tl)シンチレーショ ン式サー■

:ア ロ カ･T C S -121C

3 礪査結果

(1) 雨水中の全ベータ放射能

定時降水による雨水中の全ベータ放射能月別軸定結果を表1にj

した10 4試料のうち検出されたのは7試料であり,雨水中の放毒

している｡

(2) 降下物中の全ベータ放射能
⊥ ユーt J.■hI▼ L サ 1 L 口 甘甘 ′Tヽ 敗 丁 貼 Jl ′Tヽ A

_J

_
jt 七島.■⊥ 皇ヒ 加 ⇔ 盗土 田 】



モニタリ ングポストによる空間線圭測定結果を表4に示す.

よる変動以外に異常はみられなかった｡

(5) 空間線量率の定期珊定

サーベイ メ
ータによる空間線主事測定結果を表5 に示す｡繕

程度の レベルであった｡

表1 雨水中の全ベータ放射能月別測定結果

年 月 潮定回数
莞虎男月 号虎男`投出回数

12

10

11

7

7

14

11

7

4

5

6

10

5 2. 9 N D

N D N D

51. 5 N D

7 4. O N D

N D N D

71. 5 N D

N D N D

5 9. O N D

N D N D

N D N D

N D N D

5 7. 7 N D

1

0

1

1

0

1

0

2

0

0

0

1

10 4 7

表2 降下物中の全ベータ放射能珊定結果

採 取 期 間 降水豊
mm

mc甲声塩草月
584.1～ 5.2

5.2
～ 6.1

6.1～ 7.1

7.1～ 8.1

8.1～ 9.1

9.1～10.1

10.1～11.1

11.1～12.1

12.1～1.5

591.5 ～ 2.1

2.1～ 3.1

5 5 4

3 4 8

6 0 3

3 0 3

19 6

5 0 8

9 5

2 8

2 5

5 4

7 2

N D

N D

N D

N D

N D

N D

N D

2. 2

2. 4

N D

6. 8



表3 各種試料の全ベータ放射能測定結果

拭 科 名 採 取 場 所 試料数 測 定

上水(蛇口水)

牛乳(生産地)

牛乳(消費地)

茶 (生産地)

米 (消費地)

大根(生産地)

廷うれんそう(生産地)

日常食

海水魚(生

海 水

海 底 土

土壌(0 ～5 c皿)

土壌(5～ 20 c皿)

鹿児島市

加治木町

鹿児島市

宮之城町.知覚町

鹿児島市

開聞町

開聞町

志布志町

阿久板市

川内市久見時沖

川内市久見時沖

開聞町

開聞町

2

一
4
一

2

2

1

1

1

2

1

1

1

1

1

N D

l.2 ～1.4

1.1～1.2

13.8 ～15.0

0.42

1.7

4.7
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表4 モニタリ ングポストによる空間線量却定結果(単位:C p

表5 サーベイ メ
ータによる空間絶景率測定結果 (単位:〝R/

習 5 6 7 8 9101112 甲 2 3 最高値最低

測定値 5.9 6.0 5.9 5.9 5.8 6.2 6.3 6.0 6.0 6.5 6.0 5.8 6.5 5.
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